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新たな｢認定林家制度｣ヘの

期待と課題露割
＝

さかぐちせいご

坂口精吾
森林総合研究所林業経営部長
a0298-73-3211(大代表）

鑿驚

認定林家制度を巡る環境

平成8年度に林業経営基盤強化促進法（通称）をはじめとする林野三法が制定さ

れた。各県では，この法に沿って，育成すべき林業経営体の具体像としての経営指

標，労働力の育成・確保のための支援センターの指定，国産材の安定供給のための

事業計画の策定と支援法人の指定など，国産材の生産構造の強化に向けた具体的な

取り組みが急ピッチで進められてきている。
すぐ

この三法制定への参画者の一人である小澤普照氏は，三法が，三疎み状態にある

わが国森林･林業･木材産業を切り開く21世紀に向けた新たな林政の出発点となる

ことに大きな期待を寄せている。そのなかでも，近年の産業・社会・経済面におけ

る情報化の目覚ましい進展とその一方での都市住民と山村の交流など国民の森林・

林業への関心の高まりのもとで，新たに創設されたr新林業部門導入資金」制度が

林業内部からのベンチャー型のニュービジネスの創出に積極的に活用されることを

期待している（本誌，平成8年5月号・No.650)。

確かに，国内林業を巡る内外の環境は大きく変化しつつある。国際的には，モン

トリオール・プロセスをはじめとする持続可能な森林経営に向けた基準・指標づく

りやラベリングなど地球環境保全下での木材貿易の秩序化が進められつつある。国

内では，木材自給率の低下と全国各地での住民参加の森林づくり運動や漁民造林の

展開など環境財としての森林の保全・育成に対する国民の期待の高まりのもとで，

平成8年11月には「重要な林産物の需要及び供給に関する長期の見通し」及び｢森

林資源に関する基本計画」が改訂されている。

そこでは，これまでの国産材時代の実現という木材資源重視の思想が薄められ環

境財としての森林を重視する思想が色濃く打ち出されている。すなわち，需給見通

しでは2015年における木材自給率を30～32%とし，資源基本計画では前計而より

木材生産機能を整備目標とした森林面積を減少させるとともに，「水土保全｣，「森林

と人との共生｣，「資源の循環利用」を今後の森林資源整備に当たっての基本視点と

し，それぞれの機能が高度に発揮できるよう森林の質的内容の充実を図ることとし

林業技術N[).66319W6
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ている。

このような環境重視という森林・林業を巡る外的条件の変化は，取り組みいかん

によっては，グリーン・ツーリズムなどによる新たな所得機会を農林家に提供する

ことになる。また，情報化の波は一般企業から林業・林産業内部へと浸透してきて

いる。すでに,GISによる森林資源情報のシステム化などは地方自治体をはじめ森

林組合などでも行われつつあるが，インターネット利用によるホームページの開設，

コンピュータ・ネットワークによるSOHO(SmallOIficeHomeOffice)化など

も，やがて林業・林産業における個別経営の経営活動のあり方を大きく変革するこ

ととなるだろう。

このような林業を巡る目まぐるしい環境変化のもとで，林業経営基盤強化促進法

に基づき，各県は地域実態に即して林業経営基盤強化に関する基本構想を作成し，

その中で育成すべき林業経営体の具体像でもある経営指標を明らかにしている。今

後，この経営指標に沿って，林業経営に意欲をもつ個別林家などが経営改善計画を

作成し，都道府県知事の認可を得て，いわゆる「認定林家」として専業的な自立林

家へと保有山林規模の拡大など経営基盤の強化に取り組むこととなる。

ところで，林業経営基盤強化促進法，換言すれば，その実質的な中身である認定

林家制度（仮称）が，三疎み状態にある森林・林業・木材産業を切り開く救世主と

して，また国民の期待する「水土保全｣，「森林と人との共生」などの機能を発揮す

る森林へと実的整備を図る担い手として，期待どおりに専業的な林業経営体を育成

するという役割を円滑に果たし得るのだろうか。というのも，この認定林家制度の

趣旨が，必ずしも，その制度を取り込み活用する地域地域の個別林家まで浸透し，

歓迎されているようには見えないからである。以下，この新たな認定林家制度が，

流域林業や中山間地域の活性化などこれまでの森林・林業政策の展開過程において

もつ意義と各流域の個別林家などに普及・定着していくための諸課題について述べ

てみよう。

新たな認定林家制度とは

且乱

認定林家とは，5～10年間の経営改善計画を作成し，都道府県知事の認可を得た

林業経営に意欲をもつ林家をはじめとする森林所有者である。もちろん，認可され

るにはクリアーすべき一定の基準がある。それが，平成8年度末に全都道府県で策

定された「林業経営基盤の強化並びに木材の生産流通の合理化に関する事項につい

ての基本構想｣，いわゆる基本構想である。この基本構想では，県内各流域における

林業・林産業の現状を分析したうえで，県内林業振興の基本戦略と林業経営基盤の

強化に関する目標を定めるとともに，経営規模，生産方式などに関する類型ごとの

指標（以下，経営指標という）が各流域の実態に即して示されている。このうち，

経営基盤の強化目標については林業を主業とする経営体の年間所得目標，年間労働

時間が他産業従事者との均衡などを勘案したうえで定められているものであり，経

営指標については，経営基盤強化目標に定められた所得目標，年間労働時間を達成

－■■一一 ｡句■dﾛｰ首,
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し得るであろう林業経営体像を類型化し具体的なタイプとして提示しているもので

ある。当然，経営指標は，地域実態に即した育林経営，特用林産，施業受託などの

組み合わせによることから，育林経営専業型から育林経営と特用林産との複合経営

型などその内容は多種・多様である。

林家をはじめとする森林所有者は，この基本構想に沿って，自らが目指す林業経

営像を明らかにしたうえで，その実現に向けた具体的な経営改善計画，すなわちア

クション・プログラムを作成することになる。その具体的な内容が，林地取得によ

る規模拡大，特用林産物の導入による経営の複合化，高性能林業機械の導入による

生産方式の改善・強化，不在村林家森林の経営・施業受託などである。この経営改

善計画を作成し都道府県の認可を得た林家などの森林所有者が，いわゆる認定林家

であるが，認定林家には林地取得などに当たって取得資金の融資などの公的助成策

ｶ用意されているのである。

以上が認定林家制度についての大まかなスケッチである。ところで，この新たな

制度が地域の林家など森林所有者にあまり浸透せず，また歓迎されていないように

見受けられる。林野庁の資料によれば,平成9年4月10日現在での認定林家数は全

国で53件数を数えるに過ぎない。それには，この制度が真新しいこともその一因で

あろうが，一般林家にとって，これまでの林政の展開過程との関連性についての体

系的な理解がしづらいことにもあるように思われる。すなわち，認定林家制度が必

要とされる背景や必然性，さらには経営基盤整備目標に定められている年間所得目
かいり

標値と現実との乖離の大きさなどについてである。

通称である林業経営基盤強化促進法は，かつての「林業改善資金助成法」および

｢林業等振興資金融通暫定措置法」（以下，「林振法」という）が一部改正されたもの

を総称したものであるが,認定林家制度は1979年の林振法においてすでに創設され

ていたもので，今回，林振法が『林業経営基盤の強化等の促進のための資金の融通

に関する暫定措置法」に改名され，都道府県知事による基本構想の設定など一連の

条文改正がなされるなかで，装いを新たにし再登場した制度でもある。

この法体系における位置づけのほかに，既存の政策・制度との関連についても一

般林家や森林所有者にはわかりにくいように思われる。例えば，新たな認定林家制

度と現行の流域管理システムによる流域林業施策との関わりである。新たに認定林

家制度が創設された背景には，全国158流域で展開されている流域林業活性化への

取り組みにおいて，国産材の安定的な供給体制の整備を後押しするという狙いがあ

る。すなわち，この制度において，川上の林家など森林所有者が計画的な育林経営

を展開することによって，国産材の川下への安定的供給を通じて製材・加工・流通

を含めた流域全体としての林業生産構造の再編強化が図られることを期待している

のである。その趣旨が流域林業の一員である林家など森林所有者に理解され受け入

れられることが，この制度の定着・普及に欠かせない。この意味で，流域管理シス

テムを含め今回の林野三法の目的・趣旨の林家など林業関係者への周知徹底がなお

必要と思われる。

糯画牢

林業技術No.6631997.6
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認定林家制度における課題

上述のように，認定林家制度は始動し始めたばかりてあるが，今後，林家をはじ

め林業経営に意欲を燃やす森林所有者が，より多く認定林家として流域林業の一翼

を担い積極的な生産活動を展開していくことが期待される。しかし，その制度の枠

組み，また制度の枠組みと林業経営体の現状を照らし合わせたとき，認定林家の育

成には多くの課題が残されているように思われる。

そのひとつは，他産業並みという年間林業所得目標の高いハードルである。農家

やサラリーマン家庭での年間平均所得は800万～1,100万円に及ぶ。林業を主業と

する認定林家では,400万円以上の所得を育林経営や特用林産物,あるいは施業受託

などから稼ぎだすことが必要となる。林家経済調査によれば，平成7年度における

林家一戸当たり平均の林業所得は約63万円に過ぎず,山林保有規模100～500ha層

でも約218万円と主業林家においてもほど遠い現状にある。もちろん，個々には他

産業並み以上の林業所得を実現している林家もいるが，それらの林家では明確な経

営戦|||台のもとで何世代かにわたる資源造成などの経営の継承が行われてきている。

しかし，林家250万戸の圧倒的多数を中小林家が占め資源がなお育成過程にあるこ

と，シイタケなど複合経営における特用林産物の価格が輸入の増加に伴い頭打ち傾

向にあること，施業受託などの推進においても不在村林家の林業への意欲が低調で

あることなどからすれば，基本構想が定める所得水準をクリアーし，認定林家とし

て主業へ転換し得る林家はきわめて限定されざるを得ないものと思われる。

とはいえ，国産材の需要拡大，流域林業の活性化のためには，川上で計画的な育

林経営を展開し材の安定的供給を担う専業的林家などの育成は欠かせない政策課題

である。この点では，より大胆な構造改善政策の展開が必要であろう。すなわち，

数珠的な生産構造の抜本的な改善である。林業構造改善事業などこれまでの構造改

善政策は，零細な森林保有，零細・小規模な生産・製材・加工など，いわば零細な

事業体が垂直的に連なる数珠的な業態構造のもとで，関係者の有機的・一体的な取

り組みといった擬制的な垂直統合策が主体であり，強固な個別経営体を育成すると

いった本来の構造改善策に欠けていたともいえるだろう。評価は別にして，認定林

家制度を普及・定着させるには，その背後で，本来の意味での経営構造改善のため

の施莱展開が必要とされるだろう。

認定林家制度のもう一つの問題点は，林業所得の範囲が限定的であることである。

すなわち，主業としての林業所得は育林生産特用林産，施業受託などに限定され

ていることである。そこでは，グリーン・ツーリズムなど都市住民と山村の交流に

伴う森林のもつ保健休養機能などの経営内部化による所得は林業所得としてカウン

トされない。複合経営はあくまでも林業内部の複合経営に留められているのである。

そこでは,中山間地帯農山村の活性化という視点が希薄である｡依然として過疎化・

高齢化が進む中山間地域での農林家の定住化が図られない限り，認定林家としての

予備群である林家は減少の一途をたどることになりかねない。林家の約7割が農家

一 －pPq

林業技術No.6631997．6
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‘おわりに

林家である現実，都市住民との交流は地域ぐるみの農林業一体となったものである

ことなどを踏まえれば，制度面での制約はあるにせよ，林業所得の概念のより弾力

的な運用も必要とされよう。新たな情勢に対応した農林業経営の展開による認定農

家，認定林家予備群としての農林家の育成，さらに，その中からの認定林家への発

展といった政策の展開過程が現実には必要ではないかと思う。

さらにいえば，農林家の複合経営・多就業構造の実態からすれば，すでに農業経

営基盤強化促進法により実施されてきている認定農家制度と今回の認定林家制度の

一元化が望まれる。すなわち，農林複合経営による一定水準以上の農林業所得を確

保できる農林家を認定農林家として育成し，主業農家，主業林家は，その結果とし

て，農林複合経営の一断面に過ぎないとする視点である。縦割り行政の弊害が話題

にされる現状下にあって，とりわけ中山間地帯農林業の振興には，そのような横割

り施策の展開が必要とされよう。

森林・林業を取り巻く目まぐるしい環境変化のもとで，林野三法が始動し始めた。

この認定林家制度の本来の狙いは，流域林業の活性化において安定的な国産材の供

給を担う専業的な育林経営体の育成にある。国産材の自給率が低下の一途を辿る中

で，本来の意味での構造政策の展開による流域林業活性化の担い手としての認定林

家の育成は避けられない政策課題である。と同時に，住民参加による森林づくり運

動の各地での展開にみられるように，国民の多くは水土保全，森林と人との共生な

どが図り得るようその実的充実を目指した森林整備を期待している。その主たる担

い手も林家など森林所有者である。国内林業を巡る厳しい環境下にあって，一足飛

びに，制度が狙う認定林家を各地域に育成していくことは困難であろう。それには，

上述のように，まず認定林家予備群の育成といった視点からの弾力的な制度運用が

当面は必要と思う。

<完〉

林業技術No.6631997.6
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風薫り，木々の緑が照り輝く季節となりました。“木の根"(本年3月号)に続く第2弾，

今回は"木の葉"をお届けします。光合成活動を営む陸上の巨大な生命体一樹木・森林，

その存在自体が地球環境の形成に大きく貢献し，その衰退は人類の生存にも重大な影響を

もたらすといわれています。では木の葉は光合成活動を効率的に行うためにどのような工

夫をしているのでしょうか。木の葉に含まれる成分の効能は･･いつの時代にも人々を引き

つけてやまない木の葉の不思議について最新の話題をお楽しみください。

特集 木の葉の働き
ｻ’4司 印由K

I識侭号府刑串，ドゴキー‐、独蛾4露k

琴宙零F“~言． 1

樹木は，幹，枝，根により大きな枠組みが形成

されており，枝の先に葉，花，果実（種子）など

を付ける。根は樹木をしっかりと支えるとともに，

土壌中から水を吸い上げる器官，枝は葉を支える

器官であり，幹は枝を支え，地上高く持ち上げる

器官である。

葉は光合成を行うための器官である。葉の裏の

小さな孔である気孔を通じて吸い込んだ大気中に

含まれている二酸化炭素と，根から吸い上げた水

から，太陽から注ぐ光をエネルギー源として有機

物を作り上げる作業が光合成である。

◆光合成◆

光，水，二酸化炭素のどれもが光合成にとって

は重要である。二酸化炭素は大気中には0.035%

(350ppm)程度しか含まれていない。原材料であ

る二酸化炭素の濃度を増せば，光合成速度が増加

することは十分に予測される。実は，後でも述べ

るように人類の影響によって，大気中の二酸化炭

素濃度は増加中なのである。大気中の二酸化炭素

濃度の増加は地球温暖化の原因になると考えられ

るので，現在盛んに研究されている。二酸化炭素

濃度を高めて空気中で光合成を行わせると，光合

成速度が増加するから，二酸化炭素濃度が光合成

の律速要因であることは確かであると思われる。

きくざわきはちろう

菊沢喜八郎
京都大学生態学研究センター教授

この問題については，本特集において小池さんか

ら詳しい解説がなされるはずである。

水は根から吸収され，幹，枝を通って葉に到達

する。この距離は高木では20m,場合によっては

100mにも達する。100mまで水を持ち上げるの

には，10気圧から20気圧にも相当するすごい圧

力が必要だとされている。葉から大気中へ水が蒸

散していく際に強い負の圧力が生じ，これが水を

引き上げているのだと信じられている。最近でも

強い圧力を実証したという報告が著名な科学雑誌

に報告されたりもしている。しかし，春先，まだ

葉の出ていない時期の落葉樹の幹を傷つけると，

廃んに水（樹液）が出てくることを考えると，実

はこの力だけで水が引っ張り上げられているので

はないだろうと想像がつく。最近の研究によれば．

20気圧などというすごい力ではなく，もっとソフ

1､な方法で樹木は水を吸い上げているらしい。

いずれにしても，水は光合成にとって欠くこと

のできないものであり，また制限要因にもなって

いる。夏の晴れた日，光がさんさんと降り注いで，

生物の活動にも最適であると思われるときに，明

け方から午前中までは盛んであった樹木の葉の光

合成活動が低下してしまうという例が知られてい

るが，これはどうやら，水の供給が乏しくなり，

水のロスを防ぐために気孔が閉じ，二酸化炭素の

林業技術N().6631997．6
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供給が少なくなるために起こるのではないかと考

えられている。

光は太陽から地球へと向けて放射されるので，

地球上では上から下への方向性を持っている。隣

の木が大きくなり，自分の上に枝を広げてしまう

と，光が遮断され光合成ができなくなる。したが

って木は，光を求めて上へ上へと伸びることにな

る。幹というのは直接光合成を行うものではない

から，どうしても必要なものではない。むしろ植

物にとっては効率の悪いものである。光さえ十分

であれば，植物は地面の上に直接葉を広げるだけ

で十分なはずである。樹木が幹というものを作り，

上に伸びているのは光を求めての競争のためであ

る。この競争が樹木を作り，ひいては木材産業を

成り立たせているのである。

二酸化炭素は大気中にごくわずかの溌度でしか

含まれていないが，もともと大気中に存在してい

たうえに，樹木によって使われても，拡散や風に

よってまた供給される。ところがふんだんにある

光は，上の方で遮断されると，下は陰になってし

まって供給されない。豊富にある光が制限要因と

なっているのは，ひとえにその供給に方向性があ

るからである。

◆森林の葉量◆

樹木が大きくなると枝の数も多くなり，葉を付

けている層（樹冠層）も厚くなってくる。こうな

ると，上の枝に付いた葉が下の葉に影を落とす。

これを自己被陰といっている。樹木は自己被陰を

避けるためにさまざまな工夫を凝らしている。例

えば，上の方に付く枝や葉には角度を持たせ，光

を下へ通りやすくする，下枝の葉は水平に広げ，

光を受けやすくするとともに，わずかの光でも光

合成を行えるような葉（陰葉）を付けるなどであ

る。木が1本だけで孤立して立っているなら，か

なり樹冠を深くすることができるが，隣の木と接

していると，斜め方向からの光は少なく，もっぱ

ら光は上からくることになるから，樹冠を通過す

ることで光の量は少なくなり，やがてこれ以下の

光では葉を付けていても十分な光合成はできない

林業技術No.6631997.6

という暗さになる。したがって森林の葉を付けて

いる層（林冠層）の厚さにはおのずから限界があ

ることがわかる。この深さは森林上層に到達する

光の強さと樹種により異なるが，同じ地域，同じ

樹種の森林ではだいたい一定になる。

林冠の厚さが光の堂で制限されるとすると，一

定面械の森林が持ちうる葉の鑓も樹種，地域によ

ってだいたい一定になる。このあたりの話題は，

本特集のなかで字鴬沐さんによって解説されるは

ずである。

なお，このように林冠によって限界近くまで光

は利用し尽くされているはずなのに，森林の林床

には林冠からもれてくる光を利用しているような

植物が低木層を形成しているのが普通である。低

木が，高木とは違って弱い光もうまく利用できる

ような葉を持っていること，高木の林冠層も一様

ではなく，時に枝が落ちたり，木が枯れたりして

隙間ができること，落葉樹林では，春や秋のまだ

高木の葉が開かない時期には，低木層によく光が

通ること，1日のうちでも太陽高度の変化につれ

て林床に光力瑳し込むこと，などが低木が林床で

うまく生活していける理由として挙げられる。

◆葉の付け替えと落葉◆

樹冠の深さと付けられる葉の量とに限りがある

とすれば，新しい葉を付けるためには古い葉を落

とさなければならない。新しい葉が木の上に付け

ば，下の方の古い葉の光条件は必然的に悪くなる。

このことが下の葉を落とす理由だが，それ以外に

上の方の枝であっても，葉が古くなれば光合成の

能率が落ちていくから，新しい葉と付け替えたほ

うがよい。

それでは樹種によって比較的早く葉を付け替え

るものと，長く付けているものとがあるのはなぜ

だろうか。例えば，ハンノキ，シラカンバ，ミズ

ナラ，コナラ，カツラ，ホオノキなどの落葉樹は，

ふつう春に葉を開いて，秋までには落としてしま

う。葉の寿命は1年以内である。それに比べると

アラカシ，シラカシ，コジイ，クスノキ，シロタﾞ

モ，ツバキなどの常緑広葉樹，モミ，アカマツ、
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スギ，ヒノキなどの常緑針葉樹は葉を1年以上付

けている。

葉の寿命の短い樹木は，光合成速度は高いが，

それほど丈夫でない葉（製造コストの低い葉）を

付けており，そのためもあってか，光合成速度は

比較的単くに低|くしてしまう。冬の前に葉を落と

し，翌春また能率のよい新しい葉に付け替えるほ

うが経済的に有利なのであろう。一方，葉の寿命

の長い樹木では，丈夫で製造コス|､の高い葉を持

っているが，葉の光合成速度は低い。しかし，そ

れを比較的長く保つことができる。このような樹

木では秋に葉を落としてしまうよりも，冬の間の

維持コストを支払ってでも古い葉を付けておき，

翌春もその葉を使ったほうがよいのだろう。

‐'二の例では，葉の寿命は冬の間も葉を付けてい

られるかどうか，つまり冬の寒さに葉が耐えられ

るかどうかが重要な問題であるように思われる。

しかし，冬の寒さだけが問題ではないことは，同

じ地域に生えている樹木でも，常緑樹もあれば落

葉樹もあることからもわかる。また，同じ落葉樹

であっても，春から秋まで葉を付けているミズナ

ラ，イタヤカエデなどと，夏に葉を落としてしま

うケヤマハンノキのようなものがある。この違い

は冬を越すこととは直接関係がない。また，冬の

ない熱椛でも，そこではほとんどの樹木は常緑だ

が，葉の寿命が煙い樹木と長い樹木とがある。私

たちがボルネオ脇キナバル山で調べている例（写

真参照）では，オオバギの一種，アカメガシワの

一種，イチジクの一種などはすべて葉の寿命が短

く，1年以内で付け替えているのに，多くのカシ

類，シャクナゲの一種，イジュ，シロダモの一種

などは何年も葉を付けている。

このように葉の寿命は,1本の木は光条件によ

ってある限度の数の梁しか付けられないという制

約下で，付け林えたほうが有利かどうかで決まっ

ている。そしてこれは葉の光合成速度，その低下

速度，葉の製造コスト，維持コストといった少数

の条件で決められている。光合成速度を高くする

ためには，窒素(N)を増やして，光合成のための

酵素を多くしなければならない。このように栄養

写真①ボルネオ島キナバル山

Z
DJ

垂
ｈ

醇伽常

鰯 愚

■

写真②キナバル山におけるブナ科樹木
(Lithocarpushavillandii)の開葉

一
〕

勘I
写真③キナバル山におけるツバキ科イジュ

(SchimaWallichii)の開葉
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に富んだ葉は餌としても値打ちが高く，食葉性昆

虫などに食われやすくなる。これを防ぐには動物

のいやがる物質を作り出したり，葉を堅くするな

どのことが必要となる。この特集で谷田貝さんに

よって解説される葉に含まれるさまざまな成分物

質は，動物や微生物に対する防御の効果を持って

いると思われる。ただしこれらを作るには当然コ

ストがかかり，また余分な成分が多く含まれてい

れば光合成の能率も悪くなる。結局，光合成能力

は高いが長持ちはしない葉を作る樹木と，能力は

低いが長持ちさせる樹木の2つのタイプに分かれ

ることになる。前者は光がよく当たり，葉をどん

どん作り替えて稼げるような場に適しているし，

後者は，陽の当たりが悪く，光合成速度を高くし

てもそれほど稼げるわけでないような場に適して

いるといえる。実際は，このような極端なタイプ

の間に，実にさまざまな樹木があって森林の樹種

構成の多様性を高めているのだろうと考えられて

いる。

さて，付け替えられた葉は落葉となって森林土

壌に供給される。何年分もの葉を持つ常緑樹林で

は葉の現存量は大きく，1年分の葉しか持たない

落葉樹林の2倍から5倍程度になる。それにもか

かわらず，1年間に一定而職の森林土壌に供給さ

れる落葉量はほぼ同じくらいである。それは簡単

に言ってしまえば，落葉樹林では現存堂のすべて

を年内に落としてしまうのに，常緑樹林では一部

しか落とさないからである。土壌表面に落ちた葉

は，微生物や土壌動物の食物となり，分解され，

最終的には水と二酸化炭素に戻ってしまう。光合

成とは全く逆の反応がここで生じているのである。

この際，寿命が短く窒素に富んだ葉は比較的早く

分解を受けるが，葉寿命が長く，堅くて，窒素に

も乏しい葉は分解されるのが遅い。このように葉

の性質は，土壌の水分条件，微生物，動物などと

複雑に関係しながら，森林土壌の形成にも影響を

与.えているのである。

落梁の一部は土壌に堆績せず，水に流されて，

河川に入る。川の中では葉は水生昆虫幼虫の餌に

なり分解される。ここでも葉の性質の影響は大き

林業技術No_6631997.6

く，窒素に富む葉はl､ビケラ幼虫などに好んで食

われる。特に夏には，川の中に餌が少ないので，

夏に落葉する葉の寿命の短い樹木の影響は大きい

と思われる。葉の性質は川の昆虫やそれを餌とす

る淡水魚にも影響を与えるのである。

◆木の葉と地球環境◆

石炭・石油などの使用品の増加に伴って，大気

中の二酸化炭素濃度が増加してきている。二酸化

炭素などの温室効果ガスが増加すると，気温が上

昇することが予測されている。大気中の二酸化炭

素の増加と気温の上昇は，将来の地球上にどのよ

うな影響を与えるだろうか。さまざまなことが予

想される。二酸化炭素が増加すれば光合成速度が

噌加する。さらに光合成は化学反応だから，気温

が上昇すれば速くなる。つまり増加した二酸化炭

素を木の葉がうまく吸い取ってくれるのではない

か。しかし逆に，光合成速度が増加すると，落葉

量などが増加し，分解されて元に戻る量も増え，

結局はその効果は相殺されてしまうのではないか。

多くの科学者が実験に取り組んでいる。鉢植えの

樹木を用いた短期間の実験では二酸化炭素濃度を

増すと光合成速度も増加するという効果が明らか

に示されているが，大きな樹木や森林について長

期の結果がどうなるかは確かではない。

いずれにしても，陸上で増加した二酸化炭素を

吸収してくれるのは植物の葉であり，それを巨大

な幹という形で蓄えてくれるのは樹木である。大

げさに言えば，地球環境は木の葉が左右するので

ある。さまざまな方而からの研究が必要とされる

ところであり，国際的な共同研究(IGBP:地

球圏生物圏国際共同研究計画）も進んでおり，私

たちもこれに参加し，日本国内で研究ステーショ

ンを設けて，研究を進めている。また，木の葉が

せっかく働いて蓄えてくれた炭素を，再び安易に

大気中に放出してしまえば，元の木阿弥であり，

木の葉に申し訳ない。幹・枝などに蓄えられた炭

素を有効に活用して，簡単には大気に返さないシ

ステムの構築が必要である。これこそは広い意味

での林業林産業の役割だろう。
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森林の葉量とそのつき方織藻
－生産量を決める要因として－

1-口号拷J学内一.‘…み■､乱!輌埋'1

膳爆譲識割誌･も,学x､t』”‘.~､←．、．，←“

燭
鱗

うつぎはじめ

宇都木玄
森林総合研究所生産技術部物質生産研究室

１
日
■
詞
４

－
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－

１
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■

■
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酉

陣
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Ｋ
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うにさまざまな森林を比較した場合，葉童と同時に林

冠椛造に差異もあると考えられる。

日本の森林は主に落葉広葉樹，常緑広葉樹，落葉針

葉樹，常緑針葉樹の4つのタイプに分けられ，これら

は光を利用する方法を異にしていると考えられる。そ

れぞれの林分を思い起こすと，例えば落葉樹林では比

較的明るい林床と幾重にも重なった階層的な構造が，

またスギやヒノキの20～30年生無間伐人工林では低

木I曹も発達しない暗い林床がイメージされる。このよ

うに人の目には森林タイプによって明らかに光の利用

形態に差があることが感じられる。

そこで実際の葉錨を比較してみよう。森林の葉量は

生育段階で変化するので，ここでは十分に閉鎖した状

態の林（成熟した林型）を考えることにする。表①に

森林タイプ別に推定された葉の乾燥重避（ここでは葉

重並と呼ぶ）と葉而職指数を示す。葉面積指数とは単

位土地而械当たりにある森林の葉面稜のことで，単位

はha/haとなる。ここでよく言われるのは,落葉樹林

の葉駆戯は針葉樹林･広葉樹林を問わず3ton/ha前後

であることである｡只木･匹I手丼21)はこの数値を日本の

1．はじめに

わが国の森林の現存最や生産量，その経時的変化等

の研究は1960年代に大きく前進し,現在までに多くの

ことが明らかにされてきた。葉は光合成によって生物

の源である有機物を作り出す器官である点から研究例

が多く，特に葉遥に関する研究は只木良也名古屋大学

名誉教授によって多くの総論が書かれている'5-21)。

日本には数百種類の木本植物があり，それらは葉の

形態や季節学的観察から常緑，落蕊の広葉樹と針葉樹

に大別できる。個々の樹木は独自の生活スタイルや生

育場所・生態的な地位を持つのだが,¥1'tについては

上記の分類を核として大まかなパターン分けができる

ことが知られている。近年は葉の林冠内分布様式（つ

き方）やその生理的特徴が環境条件との関連で詳細に

研究されており，それらに基づいた林冠の椛造や機能

の解析により物質生産的な視点から樹木の生きざまが

明らかにされようとしている。ここでは大まかな樹木

の葉量に対する定説を紹介し，さらに葉に|塊lするさま

ざまな性質が光環境を通してどのように植物の生産鰍

と関連するか述べてみたい。

2．針葉樹や広葉樹に葉量の違いはあるのか？

樹木の葉は太'場光を利用して光合成を行い，樹木そ

のものを形成する|『:1化産物(グルコースやセルロース）

を作り出す。したがっていかに多くの光エネルギーを

効率的に吸収して利用するか，これが葉に課せられた

命題である。森林が成熟してくると葉雌は一定雌を保

つ傾向があり，巨視的に見ると同一樹種では生育場所

が異なっても，よく似た葉城を示すといわれる。これ

はそれぞれの樹種で光合成能力を最大に発揮できるよ

うな葉量の上限が存在するからであろうと理解されて

いる。移動できない樹木は，他種との競争の中で光を

最大限に利用できるように葉最の分布や葉の形態・性

質を変化させる。一方森林は垂直的な描造を発達させ

ることが大きな特徴となるため，同一個体内でも自己

被陰等により垂直方向に葉の性質が変化する。このよ

表①森林タイプごとの葉量

葉乾燥重霊葉面積指数比葉面積

森林タイプ(ton/ha)(ha/ha)(qr/g)

落葉広葉樹林

ブナ

3.1±1.53－7

3．8士1.65.7±1.4150

常緑広葉樹林8.6±255－9

落葉針葉樹林

カラマツ3.0±1025-4.5

常緑針葉樹林

ヒノキ

スギ

その他

５
４
２

２
４
５

士
士
士

０
ハ
、
９

４
９
６

１
１
１

51-5.2

6.0±1.2

6－10

36.8

只木1976より

林難技術No66319W6
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森林における基本葉量と呼んだ。さらに常緑樹の葉重

竝は染の平均寿命に基本葉蛍を乗じた値で表すことが

でき,安定した森林であるならば年間約3ton/haの新

生葉を生じ,約3ton/ha落葉するという考え方を示し

た。このことを裏付けるようにSato01･i)は9種類の針

葉樹で平均当年葉生産量を3.52ton/ha/y1･と推定し，

また只木・蜂屋20)は暖温帯から亜寒滞までの100林分

の落葉殿を約3.0ton/ha/yrと推定している。表①で

わかるように，重量ベースでは落葉樹林より常緑樹林

のほうが，また広葉樹林より針葉樹林のほうがはるか

に大きな葉蹴を保持している。一般に広葉樹に比べ針

葉樹の葉の寿命は長く，照葉樹では1～3年，ヒノキ

で4～5年,ハイマツでは3～6年7),モミ属トウヒ属

で5年以_上，シラビソやオオシラビソなどでは9年以

上と椎定された例9)もある。

しかし葉面識指数で比較するとこうした森林タイプ

間に前述したほどの大きな差が見られなくなる（表

①)。例えば落葉樹の代表としてブナを,常緑樹の代表

としてヒノキを比較してみよう。葉而穣指数を葉重量

で割った値(比葉面積)はそれぞれブナが150,ヒノキ

が37となる。つまり葉重量ではヒノキが大きいが,比

葉而獄ではブナのほうが大きくなりヒノキより峰い葉

でより多くの空間を占有できる。

次に光合成速度を大ざっぱに比較してみよう。海外

の例であるが，単位葉面積当たりの最大光合成速度を

比較して表②'1)に示した。陽葉とは主に林冠上部にあ

る厚手の葉，陰葉は林冠下部にある薄手の葉である。

常緑樹種より落葉樹種のほうが，また針葉樹種より広

葉樹種のほうが光合成能力は高いようで，森林タイプ

別蕊亜:htの大小とは逆の傾向がある。こうしたことは

林分葉璽最と葉の能率（純生産麓／莱並）に負のｲ1]関

関係が認められるという報告'8)と矛盾せず，森林の生

産鐙を規定する要因が葉量だけではなく，葉の光合成

能力とも関連があることがわかる。

3低木層の葉量

森林は1'1低木屑が発達し複雑な階層描造を作る。低

木簡は種榊成が多様で，その現存量は土壌条件に対応

する例が報告6)されている。また，より上層を形成する

樹木との境も明確でないことも多く，低木層葉鯉を比

較研究することは難しい。しかし低水屑は上臆木の木

漏れHを利用して光合成を行うため，その葉並は大ま

かに低木胸直上の光環境に依存すると考えられる。図

①にヒノキ人工林内における低木層葉鐘とその直上の

相対照度を比較した例を示す。ヒノキ人工林内でも林

冠屑が高くなると林内相対照度が20％前後になる場

所もあり，低木層葉量は約1.4ton/haとなった。一方

林冠が密な場合，林内相対照度は1％前後になり，相

対照度の低下に対応して葉量は指数関数的に減少した。

このように低木層は上層林冠からの光透過鼠に対応し

た葉最を示すようである。

4．葉群構造と光の透過

葉最とは，前述のように重量で見るか,"m職で見

るか，はたまた光合成の能率のような機能城で見るか

で異なり，それらが複雑に絡み合って生産壁に影響す

る。次はもう少し職造的に葉を考えてみよう。森林の

大きな特徴の一つは，垂直方向へ連続した椛造の変化

が認められることである。こうした椛造は葉の垂直・

水平分布，蕊のサイズや傾きによって決まり，それは

葉の相互被陰をどのように軽減させながら光を透過さ

せるのかというような林冠内の光の垂直分布に影響を

与える。逆に，ある高さの葉群がその場所の光球境に

1.6

１
．
１

●

４
２
１
８
６
４
２

■
■
ｅ
一

１
１
０
０
０
０

低
木
臘
葉
趣
（
ｇ
具
冨
）

表②森林タイプごとの最大光合成速度 ●

森林タイプ "mo1･m-gs!

落葉広葉樹

葉
葉
陽
陰

10~15

3－6

●●●

●●
●●●
●

●

●

●●

滞緑広葉樹林

陽葉

陰葉

6-12

2－4

{1

I Qロ '1’

51050100

相対照度（％）

図①低木層直上の相応照度と低木層葉量の関係

茨城県筑波山周辺のヒノキ人工林内での測定例

落葉針葉樹林 8-10

常緑針葉樹林 3-6

Larcherl995より

林業技術Xo､6631997.6
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は比較的少ない葉蛍で多くの入射光を遮り，フキは

K=1.4と典型的に大きい。このKは主に葉の傾きと

水平分布，葉の光透過率によって変化することが知ら

れ，ブナでは0．9，ヒノキ0.65などの計測例がある。

一般的に木本植物のほうが草本植物よりKが小さく，

木本植物は多くの葉を着けながらも光をより下部へ透

過させることができる。

ボイセンエンセン3)はすべての階層(高さ）の葉が等

しく受光できるような構造が植物の生産量を高める一

つの方法であると述べている。一般に林冠が閉鎖して

いる場合，光は先に述べたように林冠の上部から下部

に向かって指数関数的に減少する。それではどのよう

な工夫をすると林冠_'二部から下部まで比較的均等に光

を入射させることができるのであろうか。その重要な

答えの一つとして，葉が傾斜を持つことが挙げられる。

ここで言う傾斜とは水平面に対しての葉の仰角である。

5葉は傾いている？

大型木本植物の葉の傾きに関しては手法的な問題か

ら具体的な研究例は多くないが，理論的な考察は古く

から行われている。しかし幾つかの研究において葉の

仰角に明瞭な垂直的変化の傾向が認められている。黒

岩は上層にある葉が垂直に近い葉を持ち，下部方向に

対してだんだんに葉の傾斜を小さくし，林冠最下部で

急速に水平葉に近くなる葉の傾斜の仕方が光合成効率

を高めると理論的に解析している1･)。また林冠上部の

葉が大きな仰角を持つことは，太陽高度が高いときに

直達光がより林冠下部へ届きやすい状況を作り出す。

それでは実際に葉仰角の垂直分布の例を図③で見て

適応することで，葉の生理機能の垂直変化が生じる。

つまり森林の垂直構造は光の減衰過程と密接に関係し，

樹種によってさまざまな適応反応があると思われる。

樹木の垂直構造と群落内光減衰過程に関する研究は，

1953年Monsi-Saeki'3)の論文でその第一歩が踏み出

された。そこで述べられた重要な関係は，ある葉面積

を持った層を透過する光の量は，透過した葉面積に対

して指数関数的に減少するという考えで，以下の有名

な式で表される。

1
==eXp-KF
II)

K:吸光係数，F？積算葉域1,I:ある林内地点の

光強度,10:オープンな場所の光強度

基本的にある林内地点の相対的な光強度は，そこより

上部にある葉重と負の関係にある。

ところで葉鎧は高さごとに一定ではない。葉の垂直

分布は林冠上部に偏った広葉型と呼ばれるもの,!|:!部

から下部に偏ったイネ科型と呼ばれるものがある（図

②)｡前者は林冠上部で多くの光を吸収してしまうタイ

プであり，後者は林冠下部まで光を透過させて利用す

るタイプである。葉量の垂直分布様式は広葉樹や針葉

樹といった森林タイプによって区分されるものではな

く，また森林の発達過程においても変化しうるもので

ある。また同一樹種でも優勢木や被圧木などその環境

条件の違いによって葉埜の垂直分布は異なるようであ

る(図②)。次に吸光係数と呼ばれるKは,林冠内相対

照度の変化を規定する要因として，葉量以外の性質を

包含した定数である。単純に言えばKの大きな植物で

イネ科型広葉型

＜ 今

i
●
●

樹
篇

17.3-183

16.3-173

15.3-16.3

14.3-15.3

13．3－143

123-13.3

11.3-12.3

10－3－11．3

烏 畠
17．3－18．3

16.3-17.3

樹153-163
-上＝

ltiJ14.3-15.3

S'33-14,3
ー

123－13．3

11．3－123

1().3－11，3

、
●
●
④
⑥
●

■
■
■

聯
盟
回
向
（
、
）

に
!＝

iI (劣秘木）サイズ'l!イズ大（優熱木）

01020

葉逓(mF)

01020

葉景(m2)
01020

葉逓(nf)
0102030405060

葉の仰角（度）

図③ヒノキの葉の仰角の分布
l5年生のヒノキ林において測定された例

図②ヒノキの葉量分布

15年生のヒノキ林においてサイズ別に測定された例

林推技術N().6631997.6
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みる｡これは十分に閉鎖した45年生のヒノキ林におい

て，サイズの異なる3本の個体について計測した結果

をまとめたものである。平均の葉の仰角は林冠上部で

は50°以上であるが，林冠中部にかけて急速に小さく

なり，林冠下部では20"から30．であった。仰角の垂直

的な変異幅は30．前後，また林冠下部で水平葉が多く

なることはなかったが，明らかに葉仰角の連続的な減

少が認められた。ほかに日本ではシラカンバやコナ

ラ'2)，また北アメリカの広葉樹林冨)などで同様な測定

結果が得られている。

こうした葉の傾きは光の林冠内光透過過程に影響を

及ぼすだけではなく，林冠上部において赤外線による

葉の温度上昇を防ぐことにも役立つ。例えば夏至の正

午に50°の傾きを持った葉に当たるエネルギー戯は水

平葉に当たるエネルギー量の50％以下となる｡光合成

はある値（閾値）以上の光が照射されてもその効率を

高めることができなくなる光飽和点が存在し，それは

種により多少異なることが知られる。例えばヒノキで

はその閾値が約500～1000"mol・nl-2s-1であると考

えられるが，夏の正午には1500"mo1.m-2s-'以上の

光が林冠上部に降り注ぐ。つまりあまりに強い光は光

合成能率を高めることはなく，逆に光の持つ熱エネル

ギーのためにかえって能率を減少させてしまい，また

葉温の上昇のため水分不足に陥りやすい。しかし葉に

仰角があることでこういった光合成の強光による阻害

を防ぐことができる22)。逆に葉を太陽高度に合わせて

日変化させる種も知られており，それらは水平な葉を

持つ植物より35％も多く太陽エネルギーを受けるこ

とができる4)。このように葉の仰角は重要であり，それ

ぞれの種は光合成効率を最大限に生かせるように葉の

形態や着葉構造を変化させていることが考えられる。

こうした葉の傾きや葉面職の垂直分布の変化は樹種

間の競争の中でも生じており，特に被陰下の植物では

葉堂の分布が個体上部に偏る例8)9葉の仰角が小さく

なる例'2)が報告されている。こうした現実の梁の傾き

や分布の垂直的椛造が，光の減衰過程を通じてどのよ

うに葉の生理活性と関係しているかを調べることが今

後の研究課題となろう。

6．今後の樹木の葉についての研究の展開

これまで樹木の生産力に関係する葉の特徴について

例を用いて説明してきた。大ざっぱに葉斌は森林タイ

プ別に推定されるが，細かく兇ると各森林の保持する

葉最は，いかに光を利用するかという点で，葉餓以外

の性質との折り合いによって決まるのである。また各

森林タイプが練度や標商である程度地理区分される点

を考えると，森林の葉並が決まる過程は光の問題だけ

でなく他の気候要困にも僕l係してより複雑になる。例

えば樹木の総生産縦は，光合成による収入および葉や

非同化器官（幹・枝・根・花・種子）による呼吸と枯

死による支出が関係しており，特に呼吸は温度に影響

される。このように森林を物質経済的な収支に基づい

て考えることで，葉蝕や描造に関する特徴，落葉広葉

樹林や常緑針葉樹林の違いを理解できるようになる。

また物質収支のバランスが崩れた状態，つまり落葉落

枝（枯死）の現象を解明することも森林タイプと葉鐘

の関係を理解するうえで重要な点となるであろう。
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こいけたかよし

小池孝良
東京農工大学農学部

森林環境学講座
溌溌騨滞‘・・蕊騨.‘錬識蕊瀦蕊溌

ｑ

凸

■

４

では径の小さなカンパ類などの散孔材樹種に比べ

ると開葉が遅い。厳寒期前には含水率を低下させ

るため幹が細り，春の吸水時に導管内部で水切れ

が，太い導管を持つ環孑伽ほど発生しやすい。こ

れが開葉時期の遅れと関連すると考えられる。

次に生育特性との関連を見ると，ヤナギやカン

パ類などの落葉広葉樹は，光環境の良好な環境に

侵入する先駆性に富む多資源多利用型で，順次葉

を展開する。春先に展開した葉は樹冠表層葉の陰

になり落葉するので，個葉の寿命は比較的短い。

このような種では光飽和域の高い厚い葉を持つた

め広い生育空間を必要とする(図①)。葉は強度が

小さく破れやすい。これに対して，発達した森林

の構成種（極相的樹種）では薄く，光飽和域の低

い葉を一斉に展開し，多くの場合，葉を入れ換え

ず秋まで同一の葉を保持する。これらの樹種の生

育環境は光・栄養などの資源をめく．る他種との競

◆はじめに◆

光合成は緑色植物の重要な太|場エネルギー固定

反応である。表題で「葉の」としたのは，光合成

反応は非同化器官とされる枝，幹，果実などの緑

色部でも行われるからだ。光合成速度がある一定

以上増大しない光飽和では，器官それ自身の呼吸

消費分を賄う。本小論では，佃葉の光合成反応か

ら森林の動態に関して何が言えるか，環境ストレ

スをどのように評価できるのかを紹介する。なお，

光の単位は明るさを表すルックスでなく光合成に

有効な波長(400～700nm;光合成有効放射束密

度:PPFD)で表示する。

◆葉の展開。寿命と生育特性◆

北国では，雪解けを待ちかねてヤナギ類は花を

開きカンパ類が春葉を広げる。カエデ類の花が咲

き終わるころ，いろいろな樹種が次々と葉を開く。

一般に導管径が大きなヤチダモなどの環孔材樹種

("mol･m-2s!) 図①

厚い葉の樹種

(ドロノキ)は強
光利用型で広い

生育空間を必要
とする(A)。

当年枝の伸長期

間が長いと，葉

数が多く個葉の
寿命は短い(B)。
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争も厳しく，生育に必要な空間を短時間に確保っ（
J－

し，丈夫な葉を持つ少資源効率利用型の生育を

する。葉の寿命は個葉のコスI､と利潤で決まる。

葉を造るコス!､と維持するｺｽI､が同収でき，鴬2‐
．

光合成生産量（利潤）が最大に達した後，このス
}I=

両コストを賄えないと落葉する（図②)。

◆個葉から森林へのスケーリング・アップ◆

'蛾の生唖は船成総力とその持続時間の。I
獄で決まる。光合成速度が最大値を示すのは葉槻

面積が約90%に達するころで,この到達時間の

種間差は小さい(図3)。先駆樹種では面蔽当た

りの最大光合成速鹿は商いが，その持続時IM1は

草本なみに短い。これに対して極相種では品大100
光合成速度は低いが持続時間は長く，光合成能

慨騨蝋灘篁麓茎臓鳶，，
‘駕繍護靴謝苦賀｡婆｡：
(枝十葉)を上'曹に広げる｡個葉の生産壁が等し勝

鱸:宣臺票鴛蝋難駕鱒；”
害への抵抗性は小さい。結果として林内の滞在

時|剛が短くなる。極相的樹種は短時間にシュー 0

卜を広げ，弱光を利用して緩慢な成長を続ける。

高比重で強度の商い材を形成するので，諸害に

強く林内での滞在時間も長くなる。このように個

葉の特性から林内滞在時間をも説明するスケーリ

ング・アップ（個葉→個体→林分と，次のレベル；

を語る）ができる。

◆葉と枝ぶりの環境適応◆

落葉広葉樹に限ると，シュートの伸長パターン（

で樹極の遷移上の特性を表現できる。しかし，ア』

カマツのように陽性でもシュートを短時間に伸ぱ

し，葉の寿命の短い樹種がある。反対にヒノキは］

やや耐|陰性が高いが，シュート伸長は長期間続く。i

従って，シュートの伸長パターンでなく，個葉の‐

寿命が樹種の特性を反映すると考えられる。

燗葉の形は展開した環境条件で大きく変化し,I

広葉樹では葉の厚さとそれらの形状が光合成速度I

をﾒI；右する。同一樹種でも光が十分に当たる|場樹I

(グルコース9．m2･day-')
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図③生活型の異なる植物の葉齢と葉面積・光合成
（生産力の商い樹種は．多くの難を牛産する）

冠の葉は一般的に厚く，葉の切れ込みが深く樹冠

内部にまで光が届く椛造を持つ。光合成速度は梁

の表面と葉緑体とのCO2濃腱溌に規定される。こ

のためCO2が1-,分に拡散できるように，大きな葉

や1場樹冠の葉では乱流が発生しやすい構造を持つ。

カエデ類やハリギリの掌状葉やヤチダモの羽状複

葉などがこれに相当する。陰樹冠や林床の葉は一

般に大きくて切り込みが小さく，上方からの光を

十分に受けることのできる柵造を示す。

上述のように先駆樹種では光飽和域，光合成速

度，光袖憧点が高い。これに対して陰樹冠や林床

に生育する稚樹の葉は薄く，光飽和域，光合成速

度，光補悩点も低い。耐陰性の高い樹種は暗呼吸

卜|錐技術N().6631997.6
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陰で生育する葉で多く，陰葉化の指標になる。光

の減衰の仕方は個葉内部と林内では，同じ傾向を

示す(図④)。この光の勾配に対して葉緑体の特徴

も変化し，葉表（向軸面）の柵状組織は多くの場

合シリンダー状で，細胞間の空隙も少なく，陽葉

緑体が存在する。これに対して，葉裏（背軸面）

の海面状組織は発達を早く停止し空隙の多い複雑

な形態を示し，陰葉緑体が存在する。

｜湯葉では柵状組織が2層3層と発達する。ブナ

やカンパ類（春葉）などではこの層数が冬芽形成

前年の光環境で決定する。この前年からの構造的

規定は限られた生育時間を有効に利用する適応現

象と考えられる。しかし，すべての樹種が葉の分

化を前年に決定するわけではなく，固定成長（春

一斉に葉を展開）する樹種に多いが，イヌブナや

カエデ類では柵献組織が伸びる。柵状組織の光環

境適応には樹種による差がある。

◆チラチラ光（光斑）に対する光合成反応◆

林内に更新した稚樹は相対光2～8％

(PPFD:光合成有効放射束密度の林内外比)で生

存する。台風や択伐などで林冠が破れ，直達光が

林床に到達すると旺盛な成長が期待される。一般

に，耐陰性の高い植物では，光が当たってから気

孔が開くまでに要する時間が陽性植物に比べて短

い｡したがって，光合成誘導時間の短いことが，

林内の光斑を効率よく利用する能力と直結する

("m01･m-2S-I)陰樹陽樹

速度が低いため，弱光をうまく利用する（図①)。

なお，光合成の初期勾配（見かけの光量子収率）

は樹種による差は小さいが栄養状態に影響される。

また，この初期勾配は光(1)－総光合成速度(Pg)

関係を近似する際に多用される直角双曲線式

Pg=1)I/(1+al)の係数b(接線の原点付近の勾

配）と同じ単位を用いるが意味は異なる。

暗い生育環境では葉は薄くなるが，この能力は

ギャップ種や中間的樹種で大きく，次いで陽樹，

陰樹の順である。林床の稚樹の葉は緑色が濃く，

生亜当たりのクロロフィル趣は明るい場所の葉よ

り多い。もちろん葉の重ならない配列と枝ぶり，

寿命の長短なども光利用特性を考える場合に重要

である。枝ぶりは陽樹では葉を各方向に，耐陰性

の高い樹種では上方光を受けやすい水平方向に配

列する。さらに，個葉の寿命は日陰のものが一般

に長い。針葉樹でも日向や陽樹冠では配列が円筒

状でさまざまな角度の光を利用する。一方，日陰

や陰樹冠の針葉では偏平な配列を示し，上方光を

効率よく捕捉できる構造を持つ。|陰葉化すると柵

状組織の発達が悪く,薄くなる｡針・広葉樹ともに

日陰の葉は一般に緑色が濃い。これは光合成の場

である葉緑体の形態と機能の光環境への適応を反

映する。次に環境適応を機能分化の面から眺める。

◆個葉の機能分化◆

染の緑色は光を捕捉するクロロフィル(chl)の

色である。陸_上植物の多くはchl.aと袖助色素の

chl.bを持つ。機能的には針･広葉樹を問わずchl.

bが集光性タンパク質と強く結合し，この量は日
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効率はC3植物光合成酵素活性を代炎する。

弱光利用型のイタヤカエデは非光化学系での

クエンチング(蛍光消光)が大きい(艇近では
(INを用いない例が多い：北尾未発表）

図(7

図(6

受けているかを判断するものである。一定時間測

定葉を暗黒条件に置いて基底状態にし，これにや

や強い光を与えると，光反応に利用されない光が

蛍光反応として認められる(同訓型測定)。これを

ナノ（10-9)秒の間隔で測定し，低温，マンガン過

剰，強光阻害など原因を推定できる。クロロフィ

ルで吸収された光は大別すると光合成，蛍光，熱

として消賀される。変調型の装置では蛍光測定時

に強光を短時間照射し，光化学系で消費される光

化学クエンチング(qP)と熱などで放出されるク

エンチング(qN)に分けて測定できる｡なお，クエ

ンチングは蛍光消光と呼ぶ。この2つのパラメー

タから，各種環境ストレスを評価できる（図⑦)。

例えば，｜場樹のシラカンバと陰樹のイタヤカエ

デに光飽和以上の強光を与え，クエンチング解析

を試みた(図⑦)。イタヤカエデのqNが大きいの

は過剰な光が与えられて，光合成系で電子が流れ

にくくなり．熱などで放出されたことを意味する。

最近,C3組み換え逝伝了植物により，光呼吸は

過剰な光のはけ1~1として機能することが示唆され

た。なお，蛍光反応から木本樹種の光合成能力の

低い原因の一端が光呼吸によることが示された。

小林韓親氏（九大）と北尾光俊氏（森林総研北支）

には涜料をいただいた。本柵には一部文部省科研M'iを
使川した。記して感謝する｡

(図⑤)。

◆葉のストレス評価法◆

強光，低温,B領域紫外線(280～320nm:オゾ

ン層の破壊で問題）など，各種環境ストレスを受

けて樹木は生育しているが，どのようにス1､レス

耐性を評価すればよいのか。草本では葉緑体を取

り川し，直接，光合成関連酵素の活性を訓くるこ

とも可能である。しかし，樹木では葉の成分が多

様で葉緑体を取り出すことも困難であり，非破壊

的な測定が有効になる。ここでは2例紹介する。

第1の方法は葉内CO2(Ci)に対する光合成速

度(A)反応を測定することで，炭素間定系能力の

IHI接的評価を行う手法である。気孔の一様な反応

を仮定すると（等圧葉は葉内でのCO2の移動は自

由だが，維管束鞘延長部が葉肉を区切る異圧葉で

は気孔反応の一様性が重要),A-CiIMI線の初期勾

配はカルボキシレーション（炭素固定）効率を表

し,Ciが120Pa付近に達するとAは飽和するが，

この速度は葉緑体内での代謝(RuBP而生速度，

無機リンPiによる制限)を示す。また，気孔の制

限によるAの低下率も推定できる（図⑥)。

第2はクロロフィル(Chl.a)の発生する蛍光

(Kautsky効果)を測定して感応曲線を拙き，光合

成瓶子伝達系のどの部位がストレスにより|臓害を
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蟻 蕊 木の葉の成分とその利用
I~Fll 狐F亙鐸_面･ ■宅ﾛ三・4

露……〈密龍･･氏一・患、1

蕊
I

やたがいみつよし

谷田貝光克
森林総合研究所生物機能開発部森林化学科長 ｡

1．はじめに
さ

木の葉は丸太を伐り出すときに，末木枝葉とし

て廃棄されることが多いが，成分的にはその種類

の数からも量からも，材より多く興味ある成分を

含むものが多い。古くから使われてきたものも多

いが，資源を有効に効率よく使おうという最近の

傾向にしたがって，葉の新しい用途開発も行われ

ている。ここでは葉の成分的な利用のいくつかを

ご紹介する。

2．精油

粘油は，においのもとになる揮発性の成分であ

る。その取り出し方としては，アルコールなどの

溶剤に溶かし出す方法や，水蒸気を植物陳料に当

てるか，熱水で植物原料を煮て水蒸気とともに出

てくる精油を取り出す水蒸気蒸留法や熱水蒸留法

などがある。昔から最もよく行われているのは水

蒸気蒸留法である。

植物の精油含量は，精油を多く含んでいるもの

でもせいぜい数％で,10％以上のものはまれであ

る。良いにおいはするけれども，その糖油を装置

で採取しようとすると月に見えるほど採取できな

いものもよくある。原料の賊の割には採取堂の少

ないのが精油である。裏を返せば，精油は少ない

量でも十分においを感じさせる能力を持っている

ということになる。最近，森林浴が盛んになって

きた。それにつれて樹木が放出する香りが身体に

よいことが実証されている。樹木が放出する香り

の森林内の濃度はpplnの千分の1のppb(10"

分の1）という低濃度である。そして，そのよう

な低濃度の場合に樹木の香りは身体にプラスに働

く。含有量が小さくても，また，森林内に浮遊す

るにおいの濃腱は小さくても，精油は十分に力を

発揮する。

さて，樹木はすべての部位に精油を多かれ少な

かれ含んでいる。しかし，一般的にいうと精油含

量が最も多い部位は葉である。表①に葉100g当

たりに含まれる精油童を示した。トドマツが最も

大きく8.0mlである。針葉樹ではネズコ，スギ，

ヒノキなども3～4mlを示し，精油含量の大きい

グループに属する。広葉樹ではシキミが大きく

4.4n11で，クスノキ，ヤブニッケイ，タブノキなど

は2m1程度である。アセビやノリウツギなどは小

さな値を示し，クヌギ，シラカシ，スダジイなど

のカシ類は葉をちぎると青臭いにおいはするけれ

ども，精油としてはほとんど採取できない爺であ

る。「石油のなる木｣といわれ精油含量の大きいユ

ーカリ類でもせいぜい10％前後である。トドマツ

は，精油含量で石油のなる木に負けず劣らずの量

を持っていることになる。

現在，商業ベースで精油採取の対象となってい

る植物原料は約250種あり，そのうちの約20種が

表①樹種による葉100g当たりの精油量の比較

樹種精油量(ml)

トドマツ

ネズコ

スギ

ニオイヒバ

ヒノキ

アスナロ

シラペ

エゾマツ

ハイマツ

イチョウ

カラマツ

イヌマキ

イチイ

8.0

4.2

3.1

41

4．0

24

2.1

2.1

2.0

0.4

0.3

0.1

0．1

樹種

クスノキ

ヤプニッケイ

タプノキ

シロダモ

シロモジ

シキミ

アセビ

ノリウツギ

サンショウ

ミヤマシキミ

クヌギ

シラカシ

スダジイ

精油霞(ml)

2．4

2.0

2．2

0．4

04

4．4

01

01

0．6

2．4

～0

～0

～0
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樹木の葉を原料とし，約15種が材,根,樹皮を原

料としている。

樹木の葉を原料としているものにはユーカリ，

テキサスシーダー，エンピツビャクシン，ヒマラ

ヤスギ，クローブ，肉桂，セイロンニッケイ，シ

ベリアモミ，ニオイヒバ，マツ，芳樟，ホソイト

ヒバ，ヒノキなどがある。これらの精油生産量を

表②に示した。ユーカリ油，セダーウッドオイル，

クローブリーフオイルの3種の生産量が圧倒的に

多い。ユーカリ油はその主成分から3つのタイプ

に分離されているが，樹木葉油生産量では最も多

い部類に属する。樹種の異なる3種の木からの葉

油が市場ではいずれもセダーウッドオイルの名で

取引されているようなものもある。

わが国には樟脳油，芳樟油，ハッカ油，松根油

など数十年前までは盛んに採取されていた植物精

油があるが，これらはいずれも合成による代替物

の出現や労賃の高騰などの理由で現在は採取され

ていないか，採取されていても規模が縮小されて

いる。

これらに取って代わり最近採取されだしたもの

が針葉樹精油である。森林浴ブームの到来もあっ

て木の香りの生理作用が注凶され，ヒノキ，ヒバ

等針葉樹のおが屑等廃材を原料とした精油採取が，

現在，行われている。これらの精油は，香料原料，

快適性をもたらすための室内芳香剤，精油の持つ

殺ダニ･防カビ性を付与した床板,壁紙等の建材・

内装材や布団・衣類等の繊維製品等に利用されて

いる。特に，戦後しばらくの間精油採取が行われ

ていたが，一時中断していて再び精油採取が行わ

れだした青森ヒバ材油関連製品の進出は目覚まし

く，強い抗菌作用を持つことで知られるヒノキチ

オールを目玉に販路を拡大している。抗菌まな板

等の材製品も含め，この関連の市場は最近の5年

間に250億円産業に発展した。わが国でのヒバ，

ヒノキ等針葉樹の精油生産量は，年間100t未満

であり，そのほとんどは材油で，葉油を採取して

いる例は少ない。用材生産のときに林地で枝払い

によって相当量の末木枝葉が廃棄されるが，一般

に材よりも精油含堂が高い針葉からの葉汕生産を

行うことはバイオマスの有効利用になり，林木の

付加価値を向上させるためにも有益である。

参考までに捕らぬ狸の皮算用をしてみよう。ヒ

ノキ林1ha当たりの葉量を10tとしてヒノキ葉

から約1%の精油を採取できると仮定すると,1

ha当たり100kgの精油を得ることができる。現在

ヒノキ，スギ精油のilli格は1～2万円/kgなので，

ha当たり100～200万円の収入が,見捨てられてい

表②木の葉を原料とする主な精油の生産量

糟油名

ユーカリオイル(シネオールタイプ）

セダーウッドオイル

（テキサスタイプ・テキサスシーダー）

（バージニアﾀｲブ･エメョyビﾔｸｼﾝ）

（ヒマラヤタイプヒマラヤスギ）

クローブリーフオイル

ユーカリオイル(シトロネラールタイプ）

肉桂油

シナモンリーフオイル(セイロンニッケイ）

パインニー脾ルオイル(シベリアモミ）

ユーカリオイル(シトラールタイプ）

セダーリーフオイル(ニオイヒバ）

パイン油

学名 主な産地年間牛澤量t

中国，南アフリカ，インド1850Eucalyptusglobulus

米国

米国

インド

インドネシア，タンザニア

ブラジル，中国，インド

中国

スリランカ，インド

ロシア

ブラジル

カナダ，米国

弥秀鵤アァ脈至ﾗビｱ，
台湾，中国，日本

ブラジル，ユーゴスラビア

日本

1400

240

100

1055

400

160

100

80

70

55

53

Juniperusmexicana

Juniperusvirginiana

Cedrusdeodara

Eugeniacaryophyllata

Eucalyptuscitriodora

Cinnamomumcassia

Cinnamomumzeylanicum

Abiessibirica

Eucalyptusstaigeriana

Thujaoccidentalis

Pinusnigra.P.sIIvestris,
P.pumilo

cE剛99W朧副砕鰐
cupressussempervirens

Chamaecyparisobtusa

芳樟葉油

シブレス油(ホソイトヒバ）

ヒノキ油

25

、
Ⅲ
〕
八
弐
Ｕ

ハ
ノ
」

Lawrence,W､B.(1991)
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表③薬理作用を持つ木の葉

樹種名

アオキ

イチイ

イヌザンショウ

クリ

イランイラン

ウラジロガシ

ウツギ

エニシダ

クサギ

クコ

クマザサ

コクサギ
モモ

病名

やけど，はれ物

高血圧，糖尿病，制ガン作用

打ち身，肩こり，腰痛

やけど，ウルシかぶれ，虫さされ

耳のはれ物

尿路結石

利尿

子宮収縮

リウマチ，高血圧，下痢，はれ物

動脈硬化

胃のもたれ

はれ物，殺虫

あせも，湿疹

ヤマプ隙ウ白癬

たヒノキ廃材から得られることになる。スギの場

合には1ha当たり葉量20tとして200kgの精油

を得ることができ,200～400万円となる。実際に

は林地での枝葉の収集，搬出の手間がかかり，ま

た，伐採の時期に精油採取の時期を合わせなけれ

ばならぬなどの不都合が出てくるが，バイオマス

有効利用の現在の時代にあって樹木の葉油採取は

一考に値しよう。

3．薬としての利用

樹木の葉が，生薬として利用されている例を表

③に示した。これらは長い経験の中でその効能が

見いだされ利用されてきたものである。速効性で

効能の強い合成薬品がたくさん出回る現在でも，

ゆっくりと効能を発揮し，副作用の少ない生薬は，

絶え間なく利用され続けている。そのところどこ

ろによって民間薬として利用されている生薬は数

多い。生薬の中にはその有効成分が分離され，医

薬品として利用されているものや，さらに効能の

強い薬品を合成するためのモデル物質として利用

されているものも多い。目まぐるしく急速に変化

し，進歩していく現在，その進歩に合わせて医薬

品も速効性で効能の強いものが望まれ，薬効を持

つ天然物をモデルとしてさらに改良されていく例

がよくある。このようなより効能の強い医薬品を

開発するためのモデル物質となる天然物は，医薬

品を導き出すという意味で医薬リード化合物と呼

ばれ，天然物を利用した新しい医薬品の開発が行

樹種名

コケモモ

コノテガシワ

ササピラ

スイカズラ

タラフウ

ニワトコ

ニセアカシア

ネムノキ

ビワ

ボメチア

マンゴ

ミツガシワ

メグスリノキ

病名

解熱，利尿

収れん止血，頭のふけ取り

歯痛

利尿，解毒，口内炎

はれ物

打撲，ねんざ

利尿

水虫

暑気あだり，湿疹

胃痛

胃痛

腹痛，胃のもたれ

眼病，肝疾患

われている。

しかしながら，天然物の構造を変えることなく，

そのままの形で有効な医薬品として利用されてい

る例も少なくない。その良い例としてプラウノイ

がある。タイに生育し，皮膚病の民間薬として使

われてきたトウダイグサ科のプラウノイの葉から
かいよう

は，わが国の製薬会社によって抗潰瘍成分が分離

され，柵造が明らかにされ，胄炎・胃潰瘍治療剤

として利用されている。プラウノイは現地タイで

栽培され，葉から原薬のプラウノトールを抽出，

日本に輸入されて精製，製剤化されている。

アメリカ北西部に生育する太平洋イチイ樹皮か

らタキソールという制ガン作用を持つ成分が単離

された。米国に次いでわが国でも昨秋，医薬品と

して承認され，ガンの治療薬として有望視されて

いる。このタキソールは，ほかのイチイ属樹木に

も含まれていることがわかっている力薗，特に日本

産イチイでは10年生程度の幼木の葉にその含量

が多いことが明らかにされた。成長の遅いイチイ

属にあって，成木でなく幼木に含まれ，それも再

生可能な葉に含まれることは資源として有望であ

る。
ざん雄ん

イチョウの実，銀杏は強壮，長寿の民間薬とし

て，また，嗜好性調理用として使用されてきた。

その葉のエキスは，チベットの僧によって，老化

を防ぎ若々しさを保つために使われてきた。現在，

ヨーロッパでは，イチョウの葉エキスは高齢化を
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防ぐ医薬品として1千億円市場を形成し，米国で

は脳Iﾉj活性食品の名の下で健康食品として人気を

集めている。日本でも健康食品として，最近市場

に出回りだしている。イチョウ葉成分のフラボノ

イドには血行を促進させ，血栓，めまい，高血圧，

動脈硬化などを防いだり，心臓の血液を増したり，

ボケの原因である脳の老化を防いだりする働きが

あり，テルペン類には花粉症･アトピー性皮膚炎・

喘息などのアレルギー諸症状を改善する働きがあ

る。また，血流促進効果を持つイチョウ葉には育

毛効果もあることが知られている。

林地にはびこるササは，林業ではやっかいもの

であるが，薬効を持っているものが多い。胃のも

たれにはササ類の新鮮な葉の背汁が使われる。ク

マザサ葉のエキスには制ガン作用が見いだされて

いるし，また，肉体疲労，食欲不振用にエキスが

市販されている。

4．鮮度保持に役立つ葉の成分

経験の中から生まれ，生活の中で身近に使われ

ているのが葉の鮮度保持材としての利用である。

例えば，桜餅のサクラの葉，縦だんご・ちまきの

ササの葉には食物を包装する役Hだけでなく，食

物を腐敗させるようなカビ・細菌の繁殖を防ぐ作

用がある。桜餅に使われるサクラの葉には抗菌性

成分クマリンが含まれ，これはまた，桜餅の香ば

しい香りにもなっている。クマザサにはやはり抗

菌性のフェノール類が含まれる。

食物の鮮度を落とすのはカビや細菌だけではな

い。空気中の酸素は食物中の不飽和脂肪酸と反応

し，過酸化物となって分離し，腐敗していく。と

ころが植物には食品の酸化を防ぐ抗酸化作用を持

つものがあり，そのような植物は食品の腐敗防止

に使われてきた。コショウやクローブ，ローズマ

リー，タイムなどの香辛料がその良い例である。

これらは食品に風味を添加するだけでなく，食品

の鮮度を保持する働きも持っているのである。抗

酸化物質にも効能の強い化学合成品が多く出回っ

ている現状ではあるが，副作用などが少なく健康

への安全性が高い植物由来の抗酸化物質の発掘が

試みられている。木の葉では，ヒノキ属サワラお
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よびその園芸品種の葉から効能の強い抗酸化物質，

ピシフェリン酸とその類似化合物が単離されてい

る。これらの化合物の中には，効能が強く岐もよ

く使われている合成抗酸化物質の一つである

BHTと同程度，あるいはそれ以上の強さの効能

を持つものも含まれている。チャの葉の抽出物の

ポリフェノール類にも抗酸化作用があり，油脂の

酸化を防止するのに使われている。

ユーカリ類の葉のワックスにも抗酸化作用があ

ることが知られている。抗酸化作用を持つ物質に

はフェノール類が多いが，ユーカリワックスはフ

ェノールとは違った化合物という点から興味深い。

ワックスには，害虫や病原菌などの外からの催人

物を防いだり，傷が付くのを防いだりして葉を保

識する働きがあるが，このユーカリワックスの場

合には酸化から葉を守る役'二|もしている。

5．その他の利用

化学合成品等による環境汚染が広がる中で，環

境に優しい天然物が好んで使われるようになって

きた。それとともに健康ブームの昨今の影響を受

けて，天然物を使った健康食品が目立っている。

お茶もその一つである。杜仲茶，柿の葉茶，ヒバ

茶，ヒノキ茶，スギ茶などである。杜仲の葉には

血圧降下，利尿，抗スl､レス作用，バラ科甜茶に

は花粉症などの鼻アレルギーに効果があることな

ど薬効を持つものが多く，健康飲料として愛飲さ

れている。

薬湯も最近の自然志向，天然志向の影響を受け，

急速に普及しつつある葉の利用の一つである。マ

ツ，ヒノキ，サクラ，クマザサ，モモの葉などが，

冷え性，低血圧，疲労|園I復，アレルギー性疾患，

湿疹，高血圧などの薬効を期待して使われている。

6おわりに

この項では木の葉の用途の代表的なものを挙げ

たに過ぎない。このほかにも消臭，飼料，食料，

染料等この項では紙面の都合で記すことのできな

かったものがあるが，徴璽な天然資源を有効に活

用するためにもさらに新しい用途開発が望まれる。
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蕊繊 広葉樹から針葉樹への

林種転換は水枯れの原因か
一岩手県内安家川での実証研究－

石井正典(いしいまさのり)岩手大学農堂典(いしいまさのり)岩手大学農学部農林生産学科教授

I.まえがき

近年，わが国では毎年のように各地で水枯れが

起きているが，その水枯れの原因として寡雨とIII

地開発が考えられる。しかし，妓近に至って森林

施業も水枯れの原因となるといわれている。

森林施業の水枯れの原因として,｢水源山地での

広葉樹の伐採と，その跡地への針葉樹の更新に伴

う保水力の低下」を理由に挙げている。

しかし，広葉樹から針葉樹への林種転換（以下，

｢林種転換」という）によって保水力が低下し，そ

のことが水源山地での水枯れの原因になったとい

う実態調査は皆無で，その真偽は不明である。

そこで，林種転換したことが渇水時流量の減少

(渇水緩和機能の劣化)に作用したか否かの実態調

査を行ったので，ここに報告する。

これに関する調査は，東北･北海道地方の14流

域で行って，その一部はすでに報告（文末の引用

文献2～6）しているが，ここでは北上山地東側

の安家川の事例を述べる。

11.水枯れの原因

1．寡雨に伴う水枯れ

長期間の小雨によって各種貯留鐘（樹冠貯留通，

落葉層貯留量，毛管水貯留鼓，表面水貯留量，中

間水貯留量，地~下水貯留量，等）が減少し，それ

が水枯れの原因となる。

例えば，毛管水貯留鼓の減少（土湿不足が大き

くなること）は，その後に降水があっても，浸透

水の大部分が土湿不足を袖うために使用され，地

下水への補給水量は少なくなる。それがもとで地

下水貯留量（保水力）が減り続け，渇水|時流錐が

少なく，水枯れ状態となる。

2．山地開発に伴う水枯れ

水源山地に対する宅地，草地，ゴルフ場，スキ

－場，リゾート施設等の|州発に伴う非透水・難透

水域の増加は水枯れの原因となる。

開発部分での伐根除去および土陽転圧に伴う地

下水脈へのhli給ルートの断絶は，非透水・難透水

域の贈加に作用する。その開発地での地下水への

#lli給水並の低下は流域全体としての地下水貯留城

(保水力)を減らし，渇水時流鐘が少なく，水枯れ

状態となる。

3．林種転換に伴う水枯れ説

ブナ等広葉樹を伐採し，その伐採地にスギ等針

葉樹を植えると，その林種転換によって地下水貯

留雄（保水力）が低下し，それが水枯れを助長す

るとの言及・報道等がある。

しかし，ブナ等広葉樹がスギ等針葉樹より地下

水貯留域が大きいという研究実絞は極めて少なく，

林種転換による水枯れ説は明らかでない。

以上の3原因(説)の中から,111地開発の影響を

取り除くために過去・現在ともに111地開発が認め

られない流域を対象に本研究は調査を行った。

111.調査対象流域内の林況の概要

調査河川は岩手県内の沿岸北部に位置する安家

川水系安家川である｡|司川は北上山地の安家森(標

fi:1,239m)に源を発し，下閉伊郡岩泉町を束流

し，同郡野旧村で太平洋に注いでいる。

岡川の上流部（名称：元付測水所，観測者：東

北寵力㈱，位置：岩泉町字元村，流域面績：142

km2,林野面穣(率):137.49km2(96.8%),以下，

｢元村流域」という）で河川流誠を測定している。

同流域の森林蓄敬について昭和25年から平成

5年まで洲べたが，それを4期(1期：昭和25年

～34年,11期:F135～44年，Ⅱ1期：同45年～58

年（47～50年欠)，Ⅳ期：|可59～平成5年）に区

分し，その4期と全期の平均値を示した（表①を

休業技術N().6631997.6
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安家川元村流域
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表①元村流域での森林蓄積の各期平均値

1970

(単位：百万nf)

1980 1990年

▲図①元村流域にある全森林蓄祇
および広葉樹蓄讃の推移I期111期illl期IIV期

昭25～341昭35～44;昭45～58i昭59～平5

全期

昭25～平5
森林蓄椴

I

広葉樹
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1.95211.889:1.372;1.067
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注）昭和47～50年は欠である。

下段はI期との比である。注）昭和47～50年は欠である。下段はI期との比である。

表②元村測水所における流況の各期平均値 (単位:mm/秒）

流鍬の
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参照)。

I～Ⅳ期の広葉樹蓄積の比は,(100:97:70:

55）であり，林種転換は後半に行われたことがわ

かる。伐採跡地にはカラマツを主体に造林したが，

I～Ⅳ期の比は,(100:117:210:490)であり，

Ⅳ期の針葉樹蓄積は1期の5倍に増加した。今後

も，針葉樹蓄積は増加する傾向にあり，現在はそ

の途中と推察される（図①参照)。

Ⅳ、調査対象地の流況の概要

用いた流量資料は流況である。流況曲線を上位

部，中位部および下位部に3分割した。

上位部は当年の最大日流量から122番目までの

日流量(以下，「豊水時流量｣という）としたが，そ

れらは表面流および中間流が卓越した流量と考えた。

中位部は当年の123～244番目までの日流量(以

下，「平水時流量」という）としたが，それらは中

間流および地下水からの流量と考えた。

下位部は当年の245番目以下の日流量（以下、

｢渇水時流量」という）としたが，それらは地~ド水

流量が卓越した流量と考えた。

本研究は渇水時流量を主に検討するが，その他

の流量についても若干述べる。

元村測水所での流況について4期および全期の

平均値を表②に示した。同表に示した大水量，豊

水量，高水量，平水量，中水量，低水量，小水量

および渇水量は当年を通じてそれぞれ,50日,95日，

140日,185日,230日,275日,320日,355日を

下らない日流量(m3/秒)のことであり，また，平

均流量は1年間の平均値(m3/秒）のことである。

したがって，大水量と豊水量は「豊水時流量｣，

高水量，平水量および中水量は｢平水時流量｣，低

水量，小水量および渇水量は｢渇水時流量｣，にそ

れぞれ該当する。

V調査対象地の気象および流出量の概要

平均気温および降水量は岩泉気象観測所（岩泉

町岩泉字惣畑，標高:112m,以下，「基地」とい

表③流域年平均気温および年降水量の各期平均値

気象要素

年平均気温（℃）

年降水量（､､）

1期

6．8

1,651

11期

69

1,544

ⅡI期 1V期 全期

61 5.9 6．4

1,590'1,448 1,558

25

う）の資料を用いた。

流域の平均標高(739m)の年平均気温（以下，

｢流域年平均気温」という）は基地の年平均気温に

0.6℃/100mの温度低減率を考慮した値とし，ま

た，年流出童と年蒸発散能（引用文献1）の和を

流域年降水量と仮定した（表③)。

元村流域における年流出量および年流出率の4

期および全期平均値を表④に示した。

年降水量は前半より後半が小さいにもかかわら

ず，年流出率は前半より後半が大きい。同流域は

小雨地帯であり，洪水災害より水資源の確保を優

先させることが肝要と思われるから，近年に至っ

て水資源として望ましい状況にある。

Ⅵ、流況の推定方法

林種転換によって渇水時流量も大きくなってい

ることが確認されれば，それによって地下水貯留

量（保水力）が増強された裏付けとなるので，本

研究はその点を中心に調べる。

元村流域は過去・現在ともに林野面積が主体で

あるから，流況の説明変数は気象および林況に限

定される。

解析に用いた流量(R)は渇水時流量(低水量：

R6,小水量:R71渇水量:R8)と平均流量(Rm)

とし，その流況と降水量，平均気温および森林蓄

積（広葉樹十針葉樹）との関連を重回帰分析で調

べた。その重回帰式は(1)式に示した。

R=ap+bt+cw+d(1)

ここで,p:流域年降水量(千mm),t;流域年

平均気温(℃),w:森林蓄積(百万m3),a,bis

よびC:回帰係数,d:定数項，である。

また，標準化した重回帰式で流量に対する3変

数の寄与を調べたが，その関係式は(2)式とした。

R*=a*p*+b*t*+c*w* （2）

ここで,R*:標準化した流量,p*:標準化した

流域年降水量,t*:標準化した流域年平均気温，

w識：標準化した森林蓄積,a*,b議およびc叢：標準

表④元村流域における年流出量(率)の各期
平均値

流出量〈率）

年流出典(､､）

年流出率（%）

1期

929

56．3

11期！ⅡI期

962

62．3

[､004

63.］

1V期 全期

949 962

65．5 61.7
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同帰係数，である。

Ⅶ．平均流量に対する降水量，気温および森林蓄

積のかかわり

本研究は林種転換に伴う渇水時流蓮の変化を調

べ,その結果から林種転換に伴う地下水貯留錘(保

水力）への影響の推察を目的としているが，初め

に，流量全体に対する3変数のかかわりを調べた。

平均流簸に対する重胴|帰式の結果は(3)式である。

Rm=2.526p-0.321t-0.270w+2.928(3)

同式から，降水地と流鐘は比例関係が，また，

気温・森林蓄積と流蚊は反比例関係が，それぞれ

認められる。

森林帯秋の減少は，伐採地および幼齢林地の面

積が贈えることで，その場所での蒸発散雌は壮齢

林地および老齢林地より小さいので，その影響で

河川流域の増加となる。

平均流鼓に対する標準化した亜回帰式の結果は

(4)式である。

R*n,=0.865p*-0.236t*-0.079w* （4）

同式から，降水鉱，平均気温および森林蓄積の

標準回帰係数の比は，（100,-27,-9）で，平均

流鍾に対する3変数の寄与は降水塗，平均気温，

森林蓄積の順である。このことから，平均流鐘に

対する森林蓄破の影響は降水並および平均気温に

比べて小さい。

Ⅷ、渇水時流量に対する降水量，気温および森林

蓄積のかかわり

ここでは低水並～渇水並と3説明変数とのかか

わりを述べる。

低水麓，小水堂および渇水型に対する亜順|帰式

は(5)～(7)式である。

R6=0.495p+0.119t-0.294w+0.758(5)

R7=0.379p+().042t-0.075w+0.761(6)

R8=0.305p+0.046t-0.228w+0.845(7)

(5)～(7)式のpの回州係数はすべて正であるから，

降水蝋と渇水時流雄は比例|災I係が認められる。こ

のことから，寡雨年における水枯れは確認される。

一方7Wの1Iil帰係数はすべて負であるから，森

林蓄積と渇水時流通は反比例関係が認められる。

このことから，近年の広梁樹蓄機の減少は渇水時

流城の増加に影響しているので，林種転換に伴う

仲罷技術N().6631997．6

水枯れ説は否定され，水資源の確保に有利となっ

たことが認められる。

低水量，小水量および渇水鐘に対する標準回帰

式は(8)から側式である。

Rs*=0.431p*+0.223t*-0.219w*(8)

R7*=0.383p*+0.091t*-0.065w*(9)

Rs*=0.346p*+0.112t*-0.222w*00

降水量と森林蓄積の標準同帰係数の比は低水量，

小水量,渇水量で,それぞれ(100:-51),(100:-

17),(100:-64)である。このことから，林種転

換に伴う森林蓄積の減少は平均流餓より渇水時流

霊への増加が大きいことが認められる。すなわち，

林種転換に伴うブナ等広葉樹の伐採は渇水緩和機

能の増強に寄与したことがわかる。

Ⅸ．あとがき

本研究は水源III地における林種転換に伴う渇水

時流鼓への影響を調べた。

その結果，広葉樹蓄積が大I幅に減少した流域で，

渇水時流量が以前に比べて大きくなった。このこ

とから，林種転換に伴う水枯れ説は否定され，反

対に，水資源の確保に有利となっている。

近年に至って地下水貯留量（保水力）が増強さ

れているが，その理由は壮齢林・老齢林の伐採に

伴う蒸発散量の低下と伐根の腐朽に伴う地下水脈

への補給ルートの増強が影響したと推察される。

本研究は14流域で調査済であるが,今後はほか

の流域についても報告の予定である。
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(1)石井正典：山地流域を対象とした蕪発散雌の惟定方法及

びそれと林況との関係，水文・水黄獅学会誌，4(3)：
45～52（1991)．

(2)禰井正典：石淵ダムにおける流況と気象・林況の'41係，
｜-|林諭,107:327～33()(1996).

(3)石井IE典：林碗職換と保水力との|AI係，背森樹林li,ijif成
8年度業務研究発表会（特別発表)，青森11i(1997).

(4)石井正典：伐採と流水畷の関係について一米Iﾉ1沢常林科
管内森吉ダム等4流域での実証搬告－，秋'11営林作j平成
8年度業務研究発表会（特別発表),IWI1ITIT(1997).

(5)石井正典：林種転換によって水源111地の保水力は愁化し

たか，青森県治山林道協会．（I:)背森叫↓林業コンサルタ

ント共催講減会萱料：1～20(1997).

(6)石井正典：室岡良仲：広薬樹から針梁樹への林飯転換が

河川流駿に及ぼす影響(1)米代川水系小又川の森吉ダ

ム流域について，第108IfiIH林大会識城要旨集：
247（1997)．
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研究報告第24号

平成8年3月静岡県林業技術センター

(論文）

ロ静岡ﾘ14へ導入したスギさし木",種の成績一蚊小

2乗椎定法を用いた30年次の成長の解析

近藤児，佐野傭､腱，

穂屋ド浩､ド，臓倣Iﾘ1

口静|附喋におけるマツノマダラカミキリの脱出ii'jjg

と発生予察の検討

佐野信幸，藤下蹴男

ロヒラタケ屈菌の稲わら栽培に関する研究

袴In禰司

(資料）

ロシイタケ附床栽培技術の改良(I)－製油を杣III

したヒノキチップ残置の利用

袴IIIWIil

ロオガ粉を用いた種子シートの開発

1IIIII糀箪

ロロケッl､金物を用いた柱一梁接合部のせん断耐力

池川潔彦，斉藤陛郎

口スギ黒心材のIII現状況とその心材色について

大森昭涛，池田潔彦

口綴四輪|､ラック搭戦型タワーヤーダの開発改良

伊藤憲吾,111下猛，小池勝，

秋III富雄,l-l尾点司

研究報告第22号

平成8年3月神奈川県森林研究所

(論文）

｢可ナメコとヤナギマツタケの融合体とヤナギマツタ

ケの一核菌糸体との交配から得られた子爽体の担

予胞・子の遺伝分析

木内信行

(資科）

口丹沢山地における森林衰退の調森研究(1)ブナ，モ

ミ等の枯損実態

越地正，鈴木浦，須賀一夫

口丹沢水沢に植栽した広葉樹におけるツリーシェル

ターの成長促進効果について

中川重年

ロクワカミキリによる神奈川県清川村ケヤキ造林地

の被害実態（予報）

山根正仲，藤森博英，苛藤央嗣，

荷j|:洋三，倉野知子

研究報告第17号

平成8年3月愛媛県林業試験場

口急傾斜地における表土流亡危険度判定技術の検討

について松木博行

口クヌギ組織培養苗育成に関する試験余吾初徳

口上層間伐技術の確立試験

金本知久,UI中誠

研究報告第1号

平成8年1月福岡県森林林業技術センター

口稲岡ﾘI(の造林地におけるムササビの食性

池田浩一ミ

ロスギ林の1N1地における土壌に関する研究一土壊

の地形的変化と時間的変化

佐々木亜行，耐水澗治，野田兜

光珠内季報No.104

平成8年9月北海道立林業試験場

口枯枝から侵入する広葉樹の腐朽一萌芽木の樹幹

腐朽の実態浅井達弘

ロエゾヤチネズミの造林地への佳人中II1圭亮

ロアカエゾマツの枝打ち小山浩正
一台■＝一一一■‐■寺＝ー‐ー＝中凸＝■＝＝ロローロロ＝‐ロー‐←ロローーーーロローーロロロー●ローローロロロ｡■‐■ローq■q■＝ー‐＝■＝－画一つロローー一一一一一一一一一一÷＝■■■＝｡－ローーロロロヰーーーロロロー｡■■●っ･一●＝卓ヰローーーーロロ

★ここに紹介する資料はili販されていないものです。必盤な〃は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします

熱憲赫再生技術砿露成果報成 告書薪澱

熱帯赫再生技術 究研究組獄：編 B5判/422g

本書は，平成3年度から7年度まで5年間にわたって実施された林野庁の「熱帯林再生技術開発促進事

業」の研究成果を取りまとめたもので，技術研究組合に参加した企業10社により，15課題について報告さ
れている。内容は東南アジアの熱帯地域での森林造成を目的に，栄養繁殖による苗木の大量増殖，育苗，

植栽，保育の各分野にわたって現地適応試験を主体に行った広範囲に及ぶ研究のほか，地域住民の生活向
上に直接役立つ社会林業の課題も含まれている。頒布価格（実費）4,200円（送料別）

､ゞ聯顛込先。帯#鱗…灘蕊3…5－8雛ジ繕丁睡

篝蕊蕊副×鐵鷺義麟議蜜技術聯究

卜|錐技術N().6631997.6
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会員のWi昌湯

森林観の国際比較
一南米の森林･そ⑨圖去と将来を考える－

可

ながまさあき

永正明
幟
〈
了静岡大学農学部教授

ちょうどペルー調査に出かけようとした朝，ふと新

聞を見ると，私が元いた鹿児島大学で親しくしていた

後藤助教授が「マンモスを再生する」ことを夢見てシ

ベリアに旅立つという記聯が兇えた。なんと夢のある

話ではなかろうか！そのときの印象どおりこの話題

は大きく取り上げられ，一流の週刊誌にも戦ったので

読脅の方の中にはご存じの方もおられると思う。

その折の私の調査の同的は「森林観の国際比較」で

あって，南米ペルーで行う初めての調査であると意気

込んでいただけにショックであった。われわれの洲森

はそうした夢のある話ではなく，現在の市民の森林観

を知るという極めて地味な調査であったからである。

ところで最近，過去を謡る話題には事欠かない。最

近の最大の話題は青森で発見された三内丸山遺跡であ

って，縄文時代に栗の栽培が行われていたとする本学
ちょうじ

の佐藤助教授は，今時代の寵児として各所から引っ張

りだこである。もともと彼は稲の専門家であるのだが。

そういえば屋久烏の繩文杉が7200年と推定した人は

工学部の先生であった。ただ現在ではこの説はほぼ否

定されている。

k、

このように過去，それも大過去から続いてきたのが

森林の歴史である。しかし私がここで話題にしようと

するのはそれほどの大過去ではない。過去は過去であ

っても100年前の世界から話題にしようとするのであ

る。その代わり過去だけでなく現在と将来を話題にし

たい。ここで取り上げようとするのはn本の森林では

なく，地球の反対側に位置する南米の森林の現在・過

去．未来である。

なおこの小論は,筆者等の20年に及ぶ自然観,森林

観に関する研究が基礎となっている。

＊＊＊

今岡調査したクスコは海抜約3500m,インカの空中

都市,11t界遡産として有名なマチュピチュはそれより

ほぼ1000m低いから，ここを訪れようとすると列車

で3時間をかけて下るのであるが，盆地のクスコを出

るため列車はいったん山腹を上り，そのためスイッチ

バックを繰り返すのである。この間，山腹のユーカリ

がいやでも目につく。それは周りの景色から浮いてい

る。ちょうど山腹工事のセメントに緑色を吹き付けて

周りの景色から浮き上がって見えるのと同じである。

原生林をなくした後，ユーカリやマツで森林を造成

することは隣国ブラジルでも行われている。早生樹種

を導入することでパルプや燃材あるいは－部用材とし

て利用するのである。おそらくペルーで導入されてい

るのもこうした目的であろうし，こうした高地に木を

植えていることにペルー人のけなげな営みが見て取れ

るのである。ただ景色として極めて浮いて見えるので

あるが，そのことは今は問わない。

しかしいつの日か現地の人がそのことに気付いて，

’
－

－
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郷土樹種で森林を再生したいと思うであろう。そこで

その気付くまでの時間，そしてさらに郷土樹種を再生

するに要する時間が必要となる。雑木林といった形で

あれ，郷土樹種の価値はこうした時間価値にあるので

はなかろうか。

ところで筆者は，ペルーで2年間の調査を行う前，

3年間ブラジルで森林開発と現地住民の森林意識に関

する研究を行ってきた。そこでまずブラジルでの研究

成果の一端を述べてみたい。

ブラジル南部サンパウロ州では，この100年間に州

面職の8割を占めていた原生林が1割以下に激減した。

サンパウロ州森林院によると1850年の81．8％が

1920年には44.8%,52年には18.2%,73年には8.3

％になる。この事情はこの州の南に接するパラナ州で

も同様であって,パラナ州の統計によると1895年の森

林率84.1％が1980年には5.1%になるのである。こ

うした森林の壊滅的破壊をもたらしたものはコーヒー

栽培にあるのだが，すさまじい森林破壊と言わざるを

得ない。その結果サンパウロ州等では洪水や水質汚濁

に悩まされているのである。

これに匹敵する，いやそれ以上の森林破壊はタイに

見られる。この国では1960年からの約20年間で森林

がほぼ半減した。1960年度の森林面積は日本のそれと

近い2740万ha(国土而敬の52.6%)であったが､78

年度にはわずか1320万ha(同25.4%)になってい

る。この原因も腱業開発といわれるが，n本の森林率

が戦前,戦後を通じてほとんど変わらず約70％で面積

が2500万haであることに比べ，そのすさまじさがわ

かろう（堤利夫「タイ国の造林事勝｣，農学の未来像

を求めて，第2号，四明会設立準備会編，1985年)。

ブラジルにおいて，サンパウロ，クリチバ（パラナ

州の州都)，マナウス（アマゾナス州の州都)で現地住

民が森林や|然に対してどのような意識を持っている

かについて調湾した◎調査は市民，大学生，高校生を

対象に行った。回答総数は2,125に及ぶ｡質問は13H

であったが，その中に次のような質問がある。

「あなたは大きな古い木を見たとき,何か神々しい気

持ちを抱きますか」と「あなたは深い森に入ったとき

に，何かilll秘的な気持ちを抱きますか」である。これ

に「抱く」と答えた回答率を3都市の市民（回答数

1,195）で見ると，それぞれ，サンパウロ99％，98

％，クリチパ93％，93％，マナウス90％，88％とな

り，いずれもほぼ9割以上の人が肯定しているのであ

る。市民が今このように考えようともブラジル南部の

サンパウロ州やパラナ州では，もはやそうした「大き

な古い木」や「深い森」はもうほとんど残っていない

のである。フランスには「ナラを切るのに5分，育て

るのに200年」という言葉があるが，ブラジルを代表

林業技術No.6631997.6
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するパラナマツにしても現在ほとんど姿を消し，大木

を育てるには100年といった歳月を必要とする。

さて今回ペルー調査を行った意味は，アマゾン川流

域の森林の今後に特に注目したからである。ブラジル

ではアマゾン川中流に位侭するマナウスで調査したが，

その上流がより大切であって，そこはペルー領である。

ペルーのイキトスを今回の重要な調査地点とした意味

はそこにある。マナウスにせよイキ|､スにせよ現在そ

の周辺は飛行磯で観察するかぎり森林で覆われている。

しかし一歩森林の内部に入ると大きい木は少なそうで

あったが，森林の質についてはより詳しい調査が必要

である。

先に雑木林の価値について弥いた。それはクスコの

森林最観の印象からの考察であった。しかし本研究の

成果を知ると，さらに深い思索への道に迷い込む。そ

れはこういうことである。

カラー写真を用いた質問で，雑然としたブナ天然林

と整然としたスギ人工林のどちらを好むかを問うた。

その結果，クスコの市民ではブナ天然林を好む人がス

ギ人工林を好む人より多い。これはほかに見られぬ現

象である。この点を数値で検証してみよう。

ペルー3都市の市民がブナ天然林とスギ人工林を選

んだ割合を兇ると，イキトス40%,59%,リマ46

％，53％，クスコ50％，‘19％’となる。これに対し

てブラジルではサンパウロ43％，46％，マナウス31

％，67％，クリチバ37％，47％，となった。ドイツ

では，フライブルク15%,62%,ノイエンビュルク14

％，65％，ケッチンゲン21％，58％，ハノーファー

17%,61%,とスギ人工林を選ぶ割合が極めて商い。

II本でも，鶴岡24%,73%、仔切I115%、71%、宮崎

クスコでのアンケート風景

(調査団の1人、聯岡大学農学部逢坂氏撮影）

30%,67%,櫛引15%,64%,旭川20%,70%,

東京29％,65％，と|古l様である。これに対してフラン

スのナンシーでは，46％，54％となりペルー，ブラジ

ルに近い値が得られている。

こうした結果が得られた理由の一つとして，身近に

見られるそれに似た森林景観が影響しているものとい

えよう。ブナ天然林の景観はフランスでは身近に見ら

れるものである。さらに考えられることは民族的特徴

であろう。ペルー，ブラジル．フランスではラテン系

の民族が主体になっている。

ところでもともとこのようにペルー人が天然林型を

好むのであれば，犬然林から人工林へさらに天然林型

の森林へと道をたどるドイツ的なやり方は，ペルーや

ブラジルでは取るべき道ではなさそうである。むしろ

フランス型の天然林型の森林を維持・改良していくこ

とが必要と思われる。そしてそのためには人手をかけ

ることが必要である。ペルーでも森林を美しく維持し

ていくためには人手が必要と答えた人の割合は，イキ

トス71％，リマ68％，クスコでも72％もあるからで

ある。

結論をまとめると，ペルーやブラジルのような南米

ラテン系の国々では，ドイツ型の道をたどらず，フラ

ンス型の道をたどるべきであろう。すなわち天然林型

の森林を維持し，あるいは人手を加えて再生し，改良

していくことが必蔑であるといえるのである。なお，

調査はl､ヨタ財団，文部省の科学研究灘等の援助によ

って行われた。記して感謝の意を表したい。

林業技術N0．6631997．6
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＃業爵顔行箏一賃

6月
r『鶚名|ベ分 IUlllll ifⅢi剛体／会場／行砺内容尋

擁築 平成9年度山火事予防のポ
スター用原画および標諾の
募集

第361ul農林水産祭参加･第
30皿全農乾椎茸品評会

側)林野弘済会(東京部文京区後楽l712a03-38162471)／全国の中高等
学校の生徒から111火事f防を呼びかけるポスター用原画と標語を孫集。

全国農業協同組合迎合会(aO3-3245-7186)/西宮市民会館(兵庫県西宮
市)／乾椎茸のIWIfi向!:と全国的な規格統一を図り,生産意欲の禰揚,国産
原水乾椎茸の淵婆の砿大,流述の合理化を推進することにより,系統共販を
促進し,もって生産農菜家の発展をR的とする。

岩手県・岩手雌しいたけ確業雌進協議会(岩手県木材振側裸内容019-651-
3111)／嘘岡市部I*j文化会館(礎岡市永ﾉ|:)/乾椎茸産業を飛雌的に発展さ
せるため,生産者の凝営および生産技術改善意欲を高め,生雌の合珊化と品
質の向上を図り,llijM1liの脈立と流通の唆定を賛する。

全国建具組合迎合会(肌〔卯[M|I千代山区神田東松下l1l｢48a03-3252-5340)/
グリーンドーム削柵(IIド賜り!↓|肺橘ili)/多様化する住宅の冊嬰に通応するた
め,全国より催良建具を〃猟,一蝋に出品展示して技術の交流,|刑発をl遡る。
H本フィンランド部'liセミナー実行委員会(東京都港Iえ糊l1f山7-8-1aO3
-3498-8141)/全職|得地/r次llt代に蝋るまちづくり｣の総合テーマの-ドで
衿開催地ごとに偶々のテーマを扱い.展可《会なども行う。

6．1～9．1月

脈兵 6．11～2(）

841

イ1 「 肖乎林業祭参加･第31M場
手県乾しいたけ品評会

6．13

ilド鳩 "31IUI全I聾I雌呉展,服会 (i､13～15

脚城ほか ｢1本フィンランド部iliセミ
ナー～次IIt代に胴るまちづ
くり～

6.25～3j｝

月7

l斑分 行事希 lU1IHl i;{lill|,IIIIE/会場／行班内容零

岬岡 第45回全国乾惟簿品評会 H本椎赤農業協同組合連合会(東京都中央区日本橘室町3_1_I()aO3-3270
-6068)／町民センターおかく(静岡県志太郡|附部II11)/全国の椎謙生産者か
らの出品物を,県または地域で辮査した上位入賞品について全側レベルで
競う。

三砿県･三凧ﾘi4椛測挫業協同組合(窓0598-21-1586)／三噸ﾘi腓|は『農業協|可
組合(松阪市久鯏lll)/特川林産物みえブランド確立のため,屹樅獣の生藤
技術の研鑛,生聡隙欲の向上を|測り，もって生産農林家の所柵の|ｲﾘ上・発展
を目的とする。

㈹砂防学会シンポジウム実行委興会(東京都千代田区平河II112-7-5)/広島
県民文化センターふくやま多II的ホール(福山市東桜川1-21)/r歴史的砂
防・治1I1施設の今円的恵投について｣をテーマとして,現存する江戸時代以
降の砂防・治山施設のil柵を話題にして今後の道を探る。
樹と水と人の共生フェスタ'971Nかわかみ実行委員会(奈良県吉野郡川上
村役場産業振興撚査0746-52-0111)／川上村内各所／全Ij本そまびと選手
権大会のほか､緑と水を砦えるシンポジウム.林業教室などを中心にイベン
トを開催。

環境庁･大分県･MIj峨公剛協会／阿蘇くじゅう国立公剛販111測原(大分県
玖珠郡九里町)/l'I然と私たちとのIMI係について考え,III然を守り,人と自
然との農かなふれあいを惟進するための祭典。

伽森林文化協会(恋()3-554()-7686)／商知県四万一|･川源流ﾉ脇など/119万十
川源流点や,その俊背地である|川1通|カルスト台地,モミやツガの天然林に覆
われた四万十源流の森などで,専門諭師の説明を聞きながら11Wyl･川を巡
る自然の仕組みとrl然保識の大切さを学ぶ｡定員:80人,参力1I":会員
29,000円,一般32.0001ﾘ。

7．9

1Eﾘ14乾椎坪共進会
「
■
Ⅱ
Ｂ

《
■
日
日
四

。
■
■
』 7.1(）

広脇 第29同㈱砂防学会シンポ
ジウム

7．1()～11

確
赤 樹と水と人の共生フェス

"'971Xかわかみ
良 7．20～8．3

ﾉく分 "391111自然公園大会 7．23～2‘I

剛 "15IUI｢軌上l森林体験教埼
～四万-I-川～」

723～25IMI

◎
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ョ
１
ロ
ッ
パ
で
は
夏
至
の
前
夜
、
す
な
わ
ち
聖
ョ
ハ

ネ
祭
前
夜
に
は
若
い
男
女
が
森
に
出
か
け
て
行
き
、

恋
人
に
花
環
を
贈
っ
た
り
、
幸
せ
な
結
婚
を
祈
っ
た

り
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。
ま
た
も
っ
と
昔
に
は
、
こ

の
夜
に
妖
精
た
ち
が
森
の
中
を
飛
び
回
り
、
恋
占
い

を
し
た
り
、
薬
草
の
効
き
目
が
特
別
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
た
。
一
年
の
う
ち
で
魔
法
と
特
に
関
係
の
深
い

祭
の
夜
に
森
の
中
で
妖
精
が
生
き
生
き
と
活
躍
す
る

の
は
、
こ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
の
背
景
と
し

て
、
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ア
テ
ネ
の
若
者
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
と
ハ
ー
ミ
ア
は
相

思
相
愛
の
仲
だ
が
、
ハ
ー
ミ
ァ
の
父
親
は
二
人
の
仲

を
認
め
ず
、
二
人
は
駆
け
落
ち
を
決
意
し
て
森
の
中

で
道
に
迷
う
。
一
方
、
ハ
ー
ミ
ア
に
思
い
を
寄
せ
る

デ
イ
ミ
ー
ト
リ
ア
ス
と
、
そ
の
彼
に
片
思
い
す
る
ヘ

レ
ナ
と
が
、
同
じ
よ
う
に
森
に
や
っ
て
く
る
。
妖
精
の

王
オ
ベ
ロ
ン
が
妖
精
の
パ
ッ
ク
に
命
じ
、
ほ
れ
薬
を

使
っ
た
こ
と
で
、
女
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
愛
す
る
男
と

結
ば
れ
、
め
で
た
し
め
で
た
し
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
。

澤村寅二郎著

「眞夏の夜の夢」

昭和28年2月発行(研究社
出版株式会社)より

第
一
幕
第
一
場
に
と
び
き
り
美
し
い
セ
リ
フ
が
あ

ブ
（
ぜ
◎

ハ
ー
ミ
ア
そ
し
て
あ
の
森
で
、
ほ
ら
、
い
っ
し
ょ

に
よ
く
行
っ
て
、
し
と
ね

色
濃
い
桜
草
の
花
を
褥
と
し
て
横
た
わ
っ
て
、

お
た
が
い
に
心
ゆ
く
ま
で
甘
い
秘
密
を
語
り
合

っ
た

あ
の
森
で
、
ラ
イ
サ
ン
ダ
ー
と
私
は
落
ち
あ
っ

て
、

そ
の
あ
と
は
も
う
二
度
と
も
ど
ら
な
い
わ
、
ア

テ
ネ
に
は
、

新
し
い
見
知
ら
ぬ
友
だ
ち
を
求
め
て
旅
立
つ
の
、

あ
て
ど
な
く
。

（
小
田
島
雄
志
訳
）

こ
れ
は
疑
い
も
な
く
五
月
の
英
国
の
森
の
情
景
で

あ
ろ
う
。
恋
を
知
ら
な
い
少
女
た
ち
は
連
れ
立
っ
て

森
に
行
き
、
恋
を
知
れ
ば
異
性
と
一
緒
に
行
く
と
い

う
こ
と
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
っ
て
、
森
は
常

に
生
命
力
の
源
泉
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

夏
至
の
夜
に
作
品
の
舞
台
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い

い
な
が
ら
、
実
は
五
月
祭
に
言
及
し
て
い
る
個
所
が

い
く
つ
も
あ
る
の
だ
。

第
四
幕
第
一
場
で
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が
「
こ
れ
で
五

月
祭
の
行
事
は
終
わ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の

す
ぐ
後
で
ま
た
シ
ー
シ
ュ
ー
ス
が
「
き
っ
と
五
月
祭

の
花
を
摘
も
う
と
早
起
き
し
て
こ
の
森
に
き
た
の

だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
矛
盾
と
い
え
ば
矛
盾
で

あ
る
が
、
作
者
の
内
部
で
、
五
月
か
ら
夏
至
の
こ
ろ

に
か
け
て
の
英
国
の
最
も
美
し
い
季
節
と
、
自
然
の

生
命
力
を
祝
い
、
そ
れ
に
あ
や
か
り
た
い
気
持
ち
が
、

夏
至
の
こ
ろ
の
森
を
舞
台
に
し
な
が
ら
、
五
月
祭
の

行
事
と
絡
み
合
わ
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
喜
劇
の
中
で
は
、
森
を
美
し

い
緑
と
、
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
理
想
的
な
世
界
の
場

と
し
て
描
い
て
い
る
が
、
『
夏
の
夜
の
夢
』
の
第
二
幕

雌
ん
ら
ん

第
一
場
で
、
タ
イ
テ
ー
ニ
ア
に
、
豪
雨
が
川
を
氾
濫

さ
せ
、
緑
の
麦
も
立
ち
腐
れ
、
野
原
は
泥
海
と
化
し
、

人
間
た
ち
は
夏
だ
と
い
う
の
に
冬
の
着
物
を
欲
し
が

り
、
夏
祭
り
の
歌
が
歌
わ
れ
る
夜
な
ど
、
ど
こ
に
も

な
い
と
言
わ
せ
て
い
る
。
異
常
気
象
で
あ
る
。
一
五

九
四
年
に
英
国
を
襲
っ
た
異
常
な
悪
天
候
を
指
し
て

い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
に
よ
る
、

兵
器
や
船
舶
、
鉄
製
品
、
ガ
ラ
ス
製
品
そ
の
他
輸
入

に
依
存
し
て
い
た
も
の
を
ほ
と
ん
ど
国
産
化
に
転
換

す
る
政
策
の
た
め
に
、
森
林
の
破
壊
と
荒
廃
化
は
英

国
史
上
例
を
見
な
い
規
模
で
進
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な

森
林
破
壊
が
異
常
気
象
に
す
ぐ
に
結
び
つ
く
か
は
、

判
断
に
難
し
い
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
の
中

に
、
異
常
気
象
に
よ
る
人
々
の
悲
惨
な
窮
状
が
、
生
々

し
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
何
か
不
吉
な
影
を

感
じ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
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何
よ
り
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
愛
好
す
る
私
に
と

っ
て
、
英
国
の
オ
ー
デ
ィ
オ
装
置
に
は
特
に
関
心
が

深
い
。
な
か
で
も
英
国
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
お
国
が

ら
を
反
映
し
て
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
響
き
と
、

豊
か
な
音
楽
性
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
、
長
い
こ
と

英
国
製
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
愛
聴
し
て
き
た
。
英
国
の

ス
ピ
ー
カ
ー
の
メ
ー
カ
ー
の
中
で
、
最
も
有
名
な
の

が
タ
ン
ノ
イ
で
あ
ろ
う
。
昔
、
英
国
の
留
学
か
ら
戻

っ
て
き
た
友
人
が
、
英
国
で
は
、
タ
ン
ノ
イ
が
ス
ピ

ー
カ
ー
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
と
言
っ

た
も
の
だ
。

そ
の
タ
ン
ノ
イ
で
、
以
前
、
ア
ー
デ
ン
と
い
う
名

前
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
出
し
て
い
た
。
ア
ー
デ
ン
と
い

う
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
何
か
イ
メ
ー

わ

ジ
が
湧
い
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
ア
ー
デ
ン
と
い
う
の

は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四
～
一
六
一
六
）

の
作
品
に
幾
度
と
な
く
登
場
す
る
森
の
名
前
で
、
英

国
人
に
と
っ
て
は
お
な
じ
み
の
森
な
の
で
あ
る
。

》

申
■

溌
式
〃
、
蕊
離
瀞
恥
，

巳

■
■

例
え
ば
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
『
お
気
に
召
す

ま
ま
』
の
第
一
幕
第
一
場
、
兄
の
所
領
を
奪
い
取
っ

た
弟
フ
レ
デ
リ
ク
の
抱
え
力
士
チ
ァ
ー
ル
ズ
と
、
サ

ー
・
ロ
ウ
ラ
ン
ド
の
息
子
オ
リ
ヴ
ァ
と
の
会
話
に
耳

を
傾
け
て
み
よ
う
。

オ
リ
ヴ
ァ
前
公
爵
は
、
い
ず
こ
に
住
ま
わ
れ
る
と

い
う
の
か
な
。
う
わ
塔

チ
ァ
ー
ル
ズ
噂
で
は
、
す
で
に
ア
ー
デ
ン
の
森
に
、

多
く
の
朗
ら
か
な
家
来
た
ち
と
と
も
に
お
住
み

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
、
ま
さ
に
か

の
昔
の
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
さ
な
が

ら
の
お
暮
ら
し
だ
そ
う
で
、
た
く
さ
ん
の
若
い

紳
士
た
ち
が
日
々
寄
り
集
っ
て
き
て
、
の
ど
か

に
時
を
過
し
て
い
る
さ
ま
は
、
さ
な
が
ら
に
黄

金
時
代
の
よ
う
だ
そ
う
で
す
。

（
阿
部
知
二
訳
）

こ
こ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ

ド
の
世
界
は
、
昔
む
か
し
の
こ
と
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ビ
ア
の
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
昔
の
よ
き
時
代
を
表
す

イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
ェ
イ

フ
ォ
レ
ス
ト
●
ロ
ー

ク
ス
ピ
ア
の
時
代
に
は
御
猟
林
法
も
す
っ
か
り
力
を

弱
め
形
骸
化
し
て
き
て
い
た
。
一
○
六
六
年
の
ウ
イ

リ
ァ
ム
王
に
よ
る
ノ
ル
マ
ン
人
の
英
国
征
服
以
前
に

も
、
英
国
の
森
林
の
伐
採
が
進
ん
で
い
た
が
、
そ
の

後
も
御
猟
林
で
な
い
森
林
の
伐
採
は
、
チ
ュ
ー
ダ
ー

朝
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
朝
を
通
じ
て
見
境
も
な
く
行
わ

れ
て
い
た
。

都
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
に
満
ち
た
場
所
に
な
る

に
し
た
が
い
、
森
は
無
垢
で
、
牧
歌
的
で
、
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
気
晴
ら
し
の
で
き
る
場
所
と
し
て
の
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
先
ほ
ど
の
『
お
気
に

召
す
ま
ま
』
の
ア
ー
デ
ン
の
森
や
、
同
じ
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
喜
劇
『
夏
の
夜
の
夢
』
の
舞
台
に
な
っ
て

い
る
森
は
、
こ
う
い
う
経
過
を
如
実
に
表
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

隆
置
『
房
ミ
ミ
胃
》
、
ご
碕
琴
房
口
尽
含
量
（
一
五
九

五
’
九
六
）
は
『
真
夏
の
夜
の
夢
』
と
訳
さ
れ
て
以

来
、
こ
の
訳
名
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
白
昼
２
日
目
９
．
は
「
真
夏
」
の
意
味
で
は
な

く
、
こ
の
作
品
名
は
六
月
二
十
四
日
の
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
祝
日
の
前
夜
に
見
る
夢
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
夏
至
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ

る
。
日
本
で
夏
至
と
い
え
ば
、
「
一
年
中
で
い
ち
ば
ん

昼
が
長
い
日
」
と
い
う
意
味
く
ら
い
し
か
な
い
が
、
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赤字も減るのではないか。

大村寛の5時からセミナー6〈最終回＞ 探査により石油の埋蔵鼓が増え

ても，あと数十年しか供給できな

いと推定されている。今，中国な

どアジア諸国は高い経済成長を遂

I21世紀，夢の森林ユートピアげつつある｡21世紀にｱジｱの人
口は30億人を超える。例えば,10

人に1人がマイカーを持ったとし

ても，車の数はそれだけで約3億

1商性能のパソコンが脈illiで買え全しつつ，空間を利活用すること台だ。こんな具合で世界の石油消

｜る°ソフトが進み，操作が簡単にが望まれる。費量は急速に増加する。地史的な
｜なった。インターネットの普及はさて，気象研究所によれば，21時間スケールから見れば，石油は
｜めざましい。家庭にパソコンがあ世紀に日本の年平均気温は2.5度あっという間になくなるだろう。
|れば,会社に出勤しなくても仕事上昇する。夏場に著しい電力消費クリーンな代替エネルギーとし
1ができる。登校しなくても，学習が見込まれる。これを避けるには，て有望なのが，ソーラー発電と風

｜できる。都会に出なくても競新の涼しい山間地に住めばよい。気温力発電である。山地の南向き尾根
i情報が速やかに得られ，各種のサてい減率を考應すると，約250m斜面は日当たりが良好である。防
一ビスが受けられる。闘い物も可商い所が現在の平地の気温と同じ火帯で伐開されている所にソーラ
能だ。21世紀には，この傾向が強になる。森林内の気温はさらに数一パネルを並べたい。また，鞍部

｜まるに違いない。パソコンのおか度低い。丘陵地や山麓部の森林面は比較的強い風が常時通過する所
｜げで都市に住む必要がなければ，積は国土の約10％に相当するが，である。ここに風力発電のタワー
自然環境に優れた農111村に住みたそこが新たな住宅地の対象となる。を設置したい。高さは低くてよい
’い人が増えるであろう。この動き’団地数十haの森林をモザイクし，羽の風切り音は森林にかき消

|は,111村における過疎問題,都市状に残し，道路やライフラインなされる利点がある。
｜の水間題や交通問題を解決し得る。どの基樅を整備すれば，快適な森世界の森林1m秋は約4千万平方
|その際には，山村周辺部における林都市ができる。こういったニーキロ，年間伐採而俄は約300万平
|森林と林地の優れた自然環境を保ズに国有林地を利用すれば,累職方ｷロと推定されている｡再造林

只木良也著
てもらえるのか，を教えてくれる

好著である。

初めの章「文明の前に森林があ

り文明の後には砂漠が残る」から

始まり，最後の竃「風が吹けば桶

屋が儲かる」までの11章から成っ

ており，各章に4～6句のことわ

ざ，故事が配列されている。
人と環境のかかわりについて．

ことわざをひもときながら解説し

その論拠は生態学の原理で一貫し

ている。そして，「情けは人の為な
らず」では，「地球にやさしい」が
好きな人々に，人がいなくなって
も地球は残る,'li1iけをかけるのは

r人のための地球｣ではありません

か，と説くくだりは圧巻である。

各章のタイトル文字を奥様が，

巧みに配置されたイラストをお嬢

様が担当されていることからも，

只木先生の熱の入れようがうかが
える。

この本の特徴から，これ以上内
容を書いてしまうと、クイズの答

丸善ブックス058

ことわざの生態学

蕊
．

三森｡人｡環境考一
、．,;;ﾓﾃヶ．』．・

丸善株議会社

東京都中央区日本橋3-9-2<第2淡膳ピル）
窓03（3272）0521（営業部）
1997年1月30日発行B6判,228頁

（本体1,748円十税）

発行

〒103

現在，蝋境や森林にかかわる科
学的な一般識は数多い。しかし，

一般書であっても多くの人には難

解である。「火が燃える｣世界で爵
かれていない。物理，科学，数学
をかじった人に向かって書かれて

いる。

本書は，人と環境をどう考える

のか，「火が燃える｣世界の人々へ
の力作である。また，難しい理論

をこねまわす「物質が燃焼する」
世界の人々に，こうすれば理解し

「地球温暖化の理山を簡単に

述べよ」－「火が燃えるから」

環境論の試験での答えである。

思わず○，否×，やはり○，悩

みは尽きない。理系の学生であ
れば×である。理由は，火は燃

えない，物質が燃焼する過程で

熱・光を放つのが火，だからで

ある。しかし，多くの人は火が
消えると同様に火が燃えるとい

い，日本語独特の世界，もしく
は感性の世界で生きている。

林業技術Xo.6631997.6
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されなければ,21世紀前半で森

林が消える。伐採後，必ず植林

すべきだし，植林されるから，

石油がなくなった後でも森林は

残る。医薬品など有機化合物は
石汕から製造されてきたが，石

油なき後は木材を資源とすべき

だ。種々の化学成分を抽出する

には，さまざまな樹種が存在し

なければならない。

日本では21世紀初頭に伐期

を迎える森林が多いが，一時期

に大最伐採はできない。炭酸ガ

スの増加と気温上昇により，樹

木の生長速度は数％上がるから，

部分的には100年以上の長伐期

を目指したい。伐採後に植林す

る樹種は多様であることが望ま

れる。

こうして21世紀に森林は,生

活空間，自然情報，エネルギー，

新素材を提供するであろう。

（ﾉL州大学膿学部林学科教授）

蕊次号からは新ゼミが開講します。

林政拾遣抄

南淵山
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Ｍ
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奈良県の飛鳥にある大和三山

を訪ねて，甘樫の丘に登った。
うねぴ

左手に畝傍，中央に耳成，右手

に呑久111が鼎型に並び，そのふ

もと一帯には平地が開かれてい

る。現在はビルが立ち並んでい

るが，古代はここには豊かな農

地が広がっていたのである。そ

の平地の中を白い一筋の飛鳥川

が流れ，耳成と香久山の間に消

えていた。

この地方一帯の農業生産や住

民の孫らしにとって，かけがえ

のない水供給源だったことがよ
ぎかのぽ

くわかる。その川の上流を測っ

ていくと，板蘇の宮の跡，石舞

台の遺跡を経て高取1l.lに達する。

その付近は，かつては南洲（み

なぶち，現在の稲淵）山と呼ば

れた場所で，この地名は，日本

背紀には，

r南洲1II,細川山を禁(いまし

め）て，並びに蕊刈り（くさ

かり）薪樵（たきぎこる）こ

となからしむ」（巻第29）

と,I1W代の伐採禁止令が布達さ

れたと記述されている件で登場

している。

この地域は飛鳥の里と呼ばれ，

奈良刺11$代の始まる前の時代に

多くの人が集まり，文化の開け

た地で，ここを流れていたのが，

高取111を水源として南淵の谷を

下り，細川を合流して大和川に

I 蕊:露棄覇議議
ノ|§鳥川の源流近くの景観 凸
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注ぐ飛鳥川であった。今この川

を見ると，これが

「世の中は何か常なる飛鳥川

きのうの淵ぞ今日の瀬とな

る」（新古今集）

と詠まれた暴れ川だったのかと

鯖くほどの小さい細い川である。

しかし，当時は大雨が降れば常

に災曹を起こした暴れ川であっ

た。そしてその災害から逃れる

ためには，上流森林の荒廃を防

ぐ伐採禁止令を布達することが

必要だったのであろう。

上流森林はまた｢神奈備」（か

んなび）として水の神，山の神

を祭った地でもあり，飛鳥の

人々が11.き水の絶えないことを，

荒き水が襲わないことを祈った

神の座する神聖な地としても知

られている。

i､#iilll111は，こうした古代の

人々の願いをかなえる大切な場

所として,IJ本の歴史のあけぼ

の時代に篭場してきた森林なの

である。

（筒井辿夫）
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えを先にいうようなものである。
また，的はずれと先生におしか

りを受けるので嫌である。お読

みになってのお楽しみ，という

ことで筆を慨く°
先生がことわざならば，紹介

するにも工夫を凝らし，などと

戯れました。名著を汚すことに
なりますが，どうかお許しを。

環境保全感性理解誤解改善
学者責任思想明快一気読破

通勤快読故事来歴例示適切

含笑感涙遊心大事余裕思考

内容機厚理路整然基本路線

生態原理生産消費分解供給

物質循蝋論理納得其処彼処
文明必然循環遮断過剰収奪

環境崩壊人為影響歴史考察

文化解析著者努力拍手喝采

気分爽快異床同夢普及必要

気軽読本熱烈推薦老若男女

知人学生生協注文推薦図書
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なっています。機器類は大断噛i集

成材加工のためのコールドプレス

や最大'50℃蒸煮乾燥が可能な実

大材乾燥機などの加工機器が25

種，実大材強度試験機や燃焼試験

機等の性能検査機器が27種盤附

されています。

この木材実験棟の役割は，①広

島型木材資源（アカマツ中小径材，

スギ．ヒノキ間伐材，スギ中F1材，

外材等を対象）を活用した建築部

材，治lll資材等の加工開発，②国

内外の基礎研究とリンクした応

－．－.‐－用・実用技術開発

広島県支部

林業技術センターに

木材実験棟が完成
三次市十日市町の県立刺業技術

センターに木材の性能試験機器や

加工設備を備えた木材実験棟が完

成し，4月17日開所式が行われま

した。式では,藤田雄山知事が『こ

の実験棟が本県の木材の利用を促

進する技術拠点となり，県産材を

活用した新たな製品が育っていく

ことを期待しています」とあいさ

つ。その後，新しく盤備された機

器によるデモンストレーションが

行われました。

今後，この実験棟での技術開発

を通じ，環境や人に優しい資源と

して見直されている木材の利用の

促進とともに，木の香るまちづく

り、生活環境作りに貢献していき

ます。

施設は新たな木繊造モデルとし

て大断面の椛造用LVLを主体と

するRH構法（柱，梁の接合部を

穿孔して異形鉄筋を挿入後エポキ

シ樹脂を孔の空隙に充填，硬化さ

せ接合部を剛接合する木質ラーメ

ン椛造)で，木造平屋建995m2と

とこれで得た成果

の提案，③県内の

林業，木材関連団

体，関連企業との

連携の強化，④材

料性能，製IW!品質

検査の実施と成績

1統計に護琴簿葬”林業】
欧州材の輸入量の推移

万、，

欧州材とアフリカ材

の輸入動向

|』11150
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謡
製
材
品

平成5年以降，欧州材とアフリ

カ材の輸入が増加傾向にある。

大蔵省「貿易統計」によると，

平成8年の欧州材の輸入殿は，製

材品が対前年比42％哨の120万

m3,丸太が対前年比61%減の20

万1n3となっており，欧州からの

製材品の輸入量は，平成8年のわ

が国の製材品輸入量1228万nl3

の10%を,liめるに至っている。

一方，平成8年のアフリカ材の

輸入並は，製材品が対前年比6％

増の4948m3,丸太が対前年比26

％増の667ym3となっており，ア

フリカからの丸太の輸入量は，平

成8年のわが国の丸太輸入雌

2134Jym3の3%を占めている。
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"m'アフリカ材の輸入量の推移
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撹料：大蔵省「劉妨統計」
注：1)製材品には加工材，集成材等は含まれていない

2)製材品の輸入蹴は丸太材績に換範していない

3)｢欧州材丸太」はフィンランド、ドイツ群から輸入された材で，『アフ
リカ材製林W,」はガーナ、カメルーン等から輸入された材である
4)｢その他欧州材」はノルウェー，ドイツ瀞から輸入された材で､rその
他アフリカ材」は赤道ギニア，コンゴ群から輸入された材である
5)総数と内訳の計が←致しないのは凹播ﾉi入による
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証明書の発行，⑤関連情報の収集

と提供を行う，などです。

木材の加~に利用開発は川下だけ

の問題ではなく，川上の林業生産

現場との一体の中で論議されなく

てはなりません。例えば今重要な

課題である乾燥技術については伐

倒収種現場での薬柚し乾燥による

製品人工乾燥経獅の低減化や，材

料強度については育林現場におけ

る保育形成との関連など，さまざ

まな部分での連桃が必要となって

います。林業技術センターでは本

県の林業・木材産業の推進に多方

面からお手伝いすることとしてい

ます。

(広島県立林業技術センター

黄源利用部腱/m辺紘毅）

連絡先
広島県立林業技術センター

〒728三次市l.|]11illlll68-1
TEI".0824-63-7101FAX.()824-63-7103

欧州材の輸入が増力llした邸111に

は，①平成5年の北米製材I鼎,をは

じめとした木材{illi格の急llW,l'l高

の進行等によりmli格競争力を持っ

たこと，②乾燥を徹底した製材品

の品質が粘度，加工性の面で優れ

ていること，③フィンランド，ス

ウェーデン，オーストリア等の森

林資源鼓，木材生産戯から見て，

安定供給が見込まれることなどが

考えられる。

一方，アフリカ材については，

①熱帯産材の輸入が減少している

中で合板生藤川の南洋材丸太の代

替材が求められたこと，②合板用

材に適した軟質材が生産されてい

ることなどが理山に考えられる。

なお，アフリカ諸僅lでは，現在，

丸太輸出の制限，製IWI輸出の奨励

を検討しており，これらの政策が

現実味を帝びてきたときの輸入動

向が注目される。
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|霞蕊逼’謹鐙叢ま蕊

林業技術,公益的機能,そして文化

森林が洪水や土砂の流出をil"

減する公益的機能を持っている

ことはほとんど常識である。し

かし，森林がどんなに大きな公

益的機能を有しているとしても，

森林所有肴が自分の財産｛illi値や

所得を高めるI1的で管珊したと

きに，その副産物として|､分な

公益的機能が発揮されるのであ

れば，そのための洗川は所有群

が負担すればよい。また，森林

経営による所得が期待できず，

昔のように森林の手入れが行き

届かなくなったとしても,n然

の成り行きに紙せたままで十分

な公益的機能が発抓されるなら

ば，公茄的機能のために幾用を

負担する必要はない。森林に対

する不適切なIII1発を規制すれば

よいだけである。

1千刀haの人工林を造成し

てきた従来の林業技術は，森林

の公益的機能を損なわないよう

に配慮しながら，大jitの木材を

持続的に生産することをII的と

するものであった。木材生産を

行うことを前提として，その中

で伐採その他による森林11態系

の人為的改変による公飛的機能

の低下を最小限に食い止めるこ

とが，林業技術による公統的機

能に対する配慮の中心蝋項であ

ったと思う。そして'1地の41搾

力を長期的に維持しようとすれ

ば，結果的に水土保全機能を維

持することにもなったので，実

際，林業技術は公益的機能に配

慮し，一定の成果を収めてきた。

しかし，木材生潅が扣当な面

職にわたって森林の管理I~|的か

らはずれたとした場合に，客観

的／物量的に測定可能な水や土

の保全機能について見るならば，

人手の加わった森林が自然のま

まの天然林よりも優れていると

いえるほどの森林管理技術をわ

れわれは持っているだろうか。

われわれにできるのはせいぜい

特齢人工林の間伐でもしながら

自然の自己修復磯能を見守りつ

つ，その働きをほんの少しだけ

助ける程度のことではないか。

客観的／物量的に測定可能な

環境保全機能についていえば，

|う然に任せておけば十分かもし

れない。森林は人がいなくても

少しずつ姿を変えながら成り立

っていくだろう。だが，それで

も多くの人は森林の育成にかか

わりたいと思う。それは本当は
せい

環境のためではなく，自然の生
ぜいかQ‘く

生化育に関与することによって

得られるその人自身の人生の豊

かさのためかもしれない。

水土保全のため，環境のため

だけならば，地形の険しいF1本

の森林で木材を生産するよりも，

海外の広い平坦な土地で生産し

たほうがよいかもしれない。生

産を通じた人と森とのかかわり

を，地域文化あるいは腿|民文化

として定立できるような人とl到

然との結びの文化としての林業

技術を持ちうるかどうかが，現

段階で日本林業を守るための課

題といえるかもしれない。

(111,谷，水）

(この欄は編集委員が担当しています）
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自然保護活動とビオトープ?!緑のギーウ塁 し艀

都市開発などの中では水系を中心としたビオトープ

の保全，復元，さらには新たな創出などの事業が取

り上げられていることが多い。

また，都市や農山村での里山の役割の再評伽も進

んでいる。残存する里山は経営的に放溌され，自然

状態に復帰しつつあるものが多いが，里山の自然林

化は生物多様性や人間にとっての快適性（アメニテ

ィ）の面からは必ずしも好ましくない。伝統的な農

山村に見られた管理された自然を保全する，里山ビ

オトープづくりが各地で進められている。

ビオ|､－プの保全や復元，創出の活動では，例え

ばホタルやトンボのビオトープといった特定の樋や

環境だけ限定せず，あくまでも地域全体の自然生態

系を踏まえた，野生生物の多様性を保全する地城づ

くりの一環と位瞳づけるという全体的腱望が必要で

ある。このため，伝統的社会に見られるような自然

と調和した土地利用の秩序をモデルとして，例えば

農山村では水辺，池，畑，水田，雑木林，植林地，

自然林などの個々のビオトープのネットワークを組

んで，適正に配置するという計画的事業が望まれる。

しかも地域づくりの一環として永続的に進めるため

には,地域住民と自然保謹NGO,さらに行政とが一

体となった事業が必要であろう。

（日本林業技術協会技術指導役・蜂屋欣二）

自然保護の思想は今では社会一般に広く受け入れ

られてきているが，岐近の自然保誰活動の中でビオ

トープ(Biotop-独),バイオトープ(biotope-英）

という用語が多く使われるようになっている。ビオ

トープとは，本来生態学や地理学上の用語で「特定

の生物群集が生存できるような特定の環境条件を備

えた，均質的なある限られた地域」（生物学辞典，築

地書館）を意味しており，一つのまとまった景観を

持つ地域である。「生活圏」や「生活環境」の意味に

も川いられる。

例えば農村の景観は，州I,水田，水辺や池，二次

林などの多くの最観要素から成り立つが，それぞれ

の景観要素には特有の生物群集とそれを支える環境

条件があって，それぞれビオトープを形成している

といえる。以上のビオ1,-プの概念は生態系（エコ

システム）の概念とほぼ同じであるが，より小単位

で限られた生物群を対象としていることが多く，土

地利用事業などで自然の保全や復元を考える場合の

基盤的な概念となろう。

近年の自然保謹の動向としては，原生的自然や希

少種の保謹にとどまらず，人|閉生活に身近な自然と

して都市や農山村のビオトープの保全と復元が強調

されている。身近な自然はもともと原生的なもので

なく，長い歴史の下で人為とバランスを保っている

自然であり，種の多様性や景観の維持，生活環境の

保全に大きく貢献してきたものである。最近の都市

や農山村の土地利用計而iなどにおいても，このよう

な身近な自然としてのビオI､一プの保全や復元が強

く取り_上げられている。例えば河川工事や農地整備，

[文献］ 自然環境復元研究会編：ビオトープー復元と創

造－，”139，信lll社サイテツク,1993
農林水産省農業環境技術研究"聯：磯村環境と
ビオ1,-プ,ppl48,蕊擬鴬,1993

◆先月号の本棚では，「他物群落レッドデータ・ブック」について解説しています。

口岡村諭=稗，山の歳月，桂淵房(a0764-34-4600),'96.10,252p・A5変形,¥2,472

口林以一=箸，木を読む－最後の江戸木挽き職人，小学館,'96.11,256p･A5,Y1,500

口三谷雅純=箸，ンドキの森一アフリカ最後の原生林，どうぶつ社("03-3339-7123),'9611,2931)･A5,Y2,266

口岩坪五郎=編，森林生態学〔現代の林学･12〕，文永堂出版，’96.12,306p・A5,¥4.120

口菊池修一=箸，木の国職人諏，影書房(a03-3389-0533),'971,82p・A5,¥1,545

口大場秀章=箸，日本森林紀行一森のすがたと特性，八坂書房:,'97.1,199p･A5,¥1,854

口只木良也=等，ことわざの生態学一森・人・環境考，丸善,'97.1,228p・A5,¥1,800

口I附部宏秋=箸，森づくりと菌根菌〔わかりやすい林業研究解説シリーズNo.105),林業科学技術振興所(a03-3264

-3005),'97.3,110p･A5,Y1,300

口木材利用推進I;|｣災協議会=編，木造事例集：その測一写真と図面で見る「木｣の施設，木材利川撫進中央協議会

(a03-3580-0335),'97.3,201p･A4,¥3,000

1資料：林野庁図番館・本会編集部受入図書］
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⑳大阪府立大学

⑳東京都立大学

⑯大阪府立大学農学部地域環境科学科

〒593大阪府堺市学園町1-1

TEL.0722-52-1161FAX.0722-52-0341

．大学院＝平成9年4月,旧来の農学研究科の『:1:I編改

組により,農学環境科学,応用生命化学および獣医学

の3専攻から構成される農学生命科学研究科(博士

前期・後期課程)が開設された｡そのうち農学環境科

学専攻には,植物機能科学,植物システム生産科学，

地域環境科学の3分野がある。

◎学部＝平成9年4月,大学院に連動する形で改組が

行われ,現在,応用植物科学科,地域環境科学科,応用

生物化学科,獣医学科の4学科から成る。

地域環境科学科(大学院の地域環境科学分野と植

物システム生産科学分野の一部に対応)には4カリ

キュラムコースがあり,植物生産制御工学,生物斑境

学,地域環境工学,環境計画学,緑麗経済学の5誰座

12研究室(生物情報システムエ学,植物感性工学,大

気環境学,生物環境調節学,環境開発工学,水資源環

境工学,環境備報工学,緑地環境計画工学,緑地環境

保全学,地域生態工学,緑農資源符理学,地域緑腱政

策学)が教育研究を担っている。

環境デザイン学コース環境計画学識座に屈する緑

地潔境計m'i工学,緑地環境保全学,地域生態工学の各

研究室では,主に造|刺学,生態学を基礎にして,ILI然

保謹および慨かな緑の回復と創造･発腱,地域のアメ

ニテイー形成に寄与する土地利用計画や嬢観計Ⅲな

どに関する研究教育を行っている｡具体的な研究テ

ーマとしては,都市緑地や里山の景観生態学的研究，

都市緑化・荒廃地緑化・ピオトープにかかわる技術

開発,世界各地の砂漠化と緑化状況のモニタリング，

GISやCGを用いた地域の環境分析や評価,･"IIjjs

よび広域の緑地計画や管理計画などがある。

一開講科目(農学部地域環境科学科環境デザイン学ｺー ｽ)一

●必修科目…環境科学概論,国際資源邸境諭,'附報科学概
論,大気琉境概論,エネルギー利用工学,水ｲﾘ学,土衝理_l:
学,植物生態学,環境生態学,環境経済学韮礎,環境政策学
基礎,邸境計画･デザイン論システム設計｡罵学,測峨学ほ
か。

●選択科目･･･自然蝋境復元論,都市緑地論,景観生態学,緑

地則成徹理学,緑地環境計画工学,都市及び地域計mi,MII
市環境デザイン,緑地システムエ学,海浜利用工学,蝋境

気候学,職境汚染論ほか。

⑰東京都立大学理学部地理学科

〒192-03東京都八韮j劣市南大沢1－1

'1,EL.0426-77-2588FAX.0426-77-2589

．大学院＝理学研究科には5つの専攻があり,地理学

専攻は修士課程(定員14名)と博士課程(定員8名）

から成る｡森林の研究に関係の深い研究室は同研究

科の生物学専攻内にもある。

◎学部の学科・研究室等＝地理学科の入学定員は昼間

課程16名,夜間課曝6名である｡研究室は地形･地質

学研究室,気候学研究室,環境地理学研究室環境変

遷学研究室,地理情報学研究室,郁市・人文地理学研

究室の6つから成り,25人の教員によって地理学お

よび関連する地球科学・蝋境科学・人文社会科学の

諸分野における研究･教育活動が行われている｡林学

そのものを対象とする研究室はないが,地形,地質，

気候,水文,土壌,植生,股業,地域生態,地理情報シス

テム(GIS),リモートセンシングなど,林学の基礎と

なる自然環境・社会経済環境やその研究手法につい

て広く学ぶことができる｡各研究室で近年行われて

いる植生に関連する研究テーマとしては,乾燥地域

における降水・植生・土壌水分の季節変化に関する

研究(気候学研究室),サバンナ化･砂漠化･土地荒廃

等の環境劣悪化プロセスと人間対応の研究(環境地

理学研究室),商山・リ|軸i山地域および亜熱帯の島I卿

地域における植生景観とその変動に関する地生態学

的研究(環境地理学研究室･環境変遷学研究室),堆穣

物・古土壌・花粉化朽などの分析による第四紀末の

環境･植生変遷に関する研究(環境変遷学研究室),衛

星データや空中写真を用いた森林衰退の広域モニタ

リング(地理情報学研究室)，リモーl､センシングに

よる大陸規模の植物活性の季節変化に|封する研究

（地理情報学研究室)などがある。

－開講科目(東京都立大学理学部地理学科)－

●主な必修科目・選択必修科目…地球科学概説,地理学概
説,地理学序説,地形学,気候学,地理学特別課題研究,地
理学調査法,地理学研究法,測峨実習,自然地理学実習
1.11,地理学計算機実習,人文地理学実習。
●主な選択科目…数理地理学,第四紀学,環境地理学,地球
環境変遷学,地理情報学,都市地理学,経済地理学,地誌

学,地l叉l学,地質学,土壌学,仙生地理学,水文学,気象学，
政治地理学,歴史地理学,都市地域学。

＊先月号の本欄では,大阪市立大学,九州東海大学を紹介しています患
＊各大学の状況に応じ．紹介スタイルが変わることがあります。

I水難技術No.6631997．6
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社団法人日本林業技術協会第52回通常総会報告

平成9年5月27日（火）午後1時30分から，虎ノ門パス|､ラル（東京都港区虎ノ門）本館1階「葵の

間」において開催，会員304名（委任状提出者7,322名）が出席して驍火に行われた。

三澤理事長のあいさつに続いて林野庁長官高橋勲氏，森林総合研究所所長大貫仁人氏および日本林業

協会会長代行秋山智英氏から祝辞をいただいたあと第43回林業技術賞受賞者の表彰,第43回林業技術コ

ンテスト受賞者の表彰,第8回学生林業技術研究論文コンテスl､受賞者の表彰,第1回日本林業技術協会

学術研究奨励金対象者の発表および本会永年勤続職員の表彰を行った。

引き続き総会議事に入り，議長に村田吉三郎氏を選出し，下記議案について審議が行われ，それぞれ原

案どおり承認可決された。

第52回通常総会決議公告

平成9年5月27日開催の本会通常総会において次のとおり決議されましたので

会員各位に公告します。

平成9年5月27日

社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅

案
案
案
案

議
談
議
議

号
号
号
号

１
２
３
４

第
第
第
第

平成8年度事業報告および収支決算報告の件

平成9年度事業計画および収支予算の件・…

平成9年度借入金の限度額の件・……………

その他………･………………．．…………･……

．……………原案どおり承認可決

………､……原案どおり承認可決

……･………原案どおり承認可決

･…･………･･原案どおり承認可決

1．平成8年度事業報告および収支決算

報告

いても当初予定を若干上I!'lる規模の事業を実行するこ

とができた。

協会として目立つ事項を取り上げれば，

○国内調査堺業のうち民需部門では，電力関係事

業が引き続き順洲であったが，リゾート関係をは

じめとする民間主騨の各種開発事業は新規受注が

極めて少なく，受注環境は一段と厳しさを増した。

一方宮公需の部門では，公共事業の実施等に伴う

自然環境調査，特に希少猛禽類の保護等に関連す

る調査事業が増加した。

○国際協力事業の分野では，グァテマラ，ホンジ

ュラス両国の調査が終了し，新たにラオス，メキ

シコ両国の開発調査に若手した。

○21世紀に活躍力糊待される若手林業技術者,研

究者の育成を、的としたr日本林業技術協会学術

平成8年度の事業については，機関誌「林業技術」

の刊行，各種研究発表会の開催，林業技土の鎚成・海

外研修生の受入れなど各種研修の実施，森林・林業に

係る技術の開発・改良・普及等当協会が本来的な使命

とする事業を的確に行うとともに，これらの実施に必

要な財源を確保するため，当協会の有する技術力を活

川して，各種調査事業，国際協力事業等を秋極的に推

進することを目標として計画の策定を行った。

イI渡当初は，わが国経済が引き続き停滞する中で厳

しい事業運営となることが予想されたが，関係機関お

よび会員各位の強力なご指導，ご支援のおかげで，公

益｡』｛業を予定どおり実施するとともに、収絲事業にお

林堆技術No6631997.6



研究奨励金」を創設し，9年4月から助成金の交

付を行うこととした。

○協会創立80周年記念事業として21世紀初頭に

刊行することとなった林業百科事典（仮称）につ

いて，見出し語の選定作業をほぼ終了し，刊行に

向けてさらに一歩前進した。

なお，8年11月小泉孟専務理事の退任に伴い，

定款22条の規程に基づき照井靖男を専務理事と

して選任した。

ことなどが挙げられる。

1会員，会議，支部等に関する事項

（1）会員数（平成9年3月311･1現在）

林野庁支部(290)，森林総合研究所支部(108)，林木

育種センター支部（24)，森林技術総合研修所支部

（34)，森林開発公団支部（299)，営林（支）局支部

（2,640)，都道府県支部（5,486)，大学支部（853う

ち学生503)，本部直結分会（90)，個人会員

（1,375)，特別会貝･LM(127)・乙(69),個人終身

会員（591)，外国会員（11)，合計11,997名（前年

度比433名の減）

（2）会員のための事業

①会誌『林業技術』の配布，②技術参考図書の配布

『きのこの100不思議』(平成8年度配布図書),③林

業手帳，林業ノートの配布，④ファイル，バッジの

配布，⑤出版物の会員割引，⑥その他

（3）総会

第51回通常総会を，平成8年5月23日，虎ノ門パ

ストラルにおいて開催，次の議案を可決した。

第1号議案平成7年膜事業報告および収支決算報

告の件

第2号議案平成8年度頚業計両および収支予算

の件

第3号議案平成8年度借入金の|股度額の件

第4号議案任期満了に伴う役員改選の件

（4）理事会

第1回理事会平成8年5月16日開催

第2回理事会〃11月12日〃

第3回理事会平成9年1月17日〃

（5）支部連合会および支部に関する事項

①支部連合会大会を次のとおり開催し，本部から役

員が出席した。

北海道支部連合会大会（函館市．10.30～31),東

北･奥羽支部連合会合同大会（福島市．8.26～27)，

北関東・南関火支部連合会合|可大会(I:|野市．

41

9.5～6)，中部・信州支部連合会合同大会（岐阜

市．10.5～6)，関西・四国支部連合会合同大会

（鳥取市．108～9)，九州支部連合会大会(鹿児島

市.10.18～19）

②支部連合会および支部の活動のため，次の交付を

行った。

ア.支部交付金，イ.支部特別交付金，ウ.支部連合

会大会袖助金，エ.支部活動補助金

③林木育種センター分会は平成8年4月より，また

森林技術総合研修所分会は平成8年8月よりそれ

ぞれ支部昇格となった。

2事業報告

（1）会誌の発行

会誌『林業技術』の締集に当たっては，森林・林業

に関する技術の解説や時事的な話題および関連情報を

迅速・的確に会員に伝達することを中心に，会員の技

術向上に役立つ記Efiの充実に努力した。発行部数NQ

649～660,合計161.200部。

（2）技術奨励等

①21世紀に活躍が期待される若手研究者･技術者の

育成を目的とする｢日本林業技術協会学術研究奨励金」

制度を本年度にﾊﾘ設した。

②第42回林業技術賞ならびに第42回林業技術コ

ンテス1､，第7胆l学生林業技術研究論文コンテストの

審査を行った。③林業技術振興のため林野庁・営林

(支)局・地方庁主催の業務研究発表会等に役職員を派

遣し，入賞者に対し記念IW!を1l闇呈した。④林木育種協

会との共惟で､|f成8年度林木育種研究発表会を行った

(森林総合WI究所・8.11.7～8)｡⑤第43191森林・林業

写真コンクール（後援・林野庁）を行い入賞者には賞

状，賞金，副賞をIW呈した。⑥関東地区在住の林野関

係退職者等を対象として，番I111クラブ例会（講演・年

10n)を開催した。

（3）林業技士養成事業

腱林水産事務次官依命通達および林野庁長官通達に

基づき，森林・林業に関する技術の適用，普及等の適

正な推進を図るため，専門的技術者の養成・登録を行

う林業技士養成事業を引き続き実施した。8年度の各

部門別の認定者は次のとおりである。

森林評価(認定20人・累計362人)，森林土木(136

人・4,532人)，林業機械(10人・420人),林業経

営（45人・2,931人)，計（211人・8,245人）

（4）技術指導および研修

①林業技術の向上とその普及に資するため，本会役

|水菜技術No.6631997.6
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平成8年度収支予算に対する実行額の対比(別表1）

支出収 入

科目 8年度予算額 増減 科目 8年度予算額 決算顎 増激決算額

円
伽
舶
叩
伽
伽
朋
伽

干
０
０
０
０
０
０
０

千円

△641

24,277

2,357

95,401

76.596

4.762
10.596

千円

.O00

,000
,000

.000

,000
,000

,000

,000

千円
110,870

740,744

55.934

583,397

1,150,360
602.447

41.894

0

千円
5.870

△14,256
934

38,397

△44.640

△2,553

1,894

△50,000

千円
39,359

794.277

52,357
675.401

1､306596

644,762
50596

会費収入

研究指導収入
一般事業収入
航測事業収入
調査事業収入

国際事業収入
その他収入

会員贄
研究指導贄
一般事業費
航測事業費

調査事業費
国際事業贄

その他支出
予備費

40

770

50

580

1,230

640
40

５
５
５
５
５
５
０
０

０
５
５
４
９
０
４
５

１
７
５
１
６
も１

合 計
《
ロ3,350,000 3,563,348 213,348 計 3,350,000 3,285,646 △64,354

平成8年度収支決算報告書(別表2）
自
至
平成8年4月1日
平成9年3月31日

〔損益計算書〕（別表2）

借 方 賞 方

科目 金顯 科目 金額

千円
64,461
404,243

6，刀7
4,336

128,707
256,576

7,847
41,418

295,921
318

174,392
90,943

30,268
543,757
289,544
1,603,752

1,162,997
440,755
476,572
655
305

488
672

37,952
436,500
41,226

千円
39,359
794,277

17,449
6,771
315,803
391,511

62,743
52,357
675,401

50,371

335,501

218,733
70,796
1,306,596

644,762
50,596

11,646
7,969

30,981
197,546

会 員費
研究指導費
技術指導寶

研修費
調査研究費
航測研究費
技術開発費
一般事業費
航測事業費
航測検査費
航測費
写真作成費
森林測定費
調査事業費
国際事業費
一般管理費
人件贄
運営費
その他費用
支払利息
貸倒損失

雑損失
固定資産除却損
減価償却費
引当金勘定繰入
当期剰余金

会
研
費収
究指導収
技術指導
研修収

調査研究
航測研究
電算処理

股事業収
測事業収
航測検査
航測収

写真収
森林測定
査事業収
際事業収
の他収

会館収
受取利
雑収
当金勘定戻

入
入
入
入
入
入
入
入
入
入
息
入

入
入
収
収
収
収
入
入
収
収
入
入
入
入

航

調
国
そ

引

一
口 計 3,760,894

一
口 計 3.760,894

職員を派遣した（13件)。

②空中写真の利用技術の向上と普及に資するため，

引き続き「空中写真セミナー」を開催した（第19

回8.1014～18,19名)。

③海外研修生の受け入れ：12件，15カ国から31名

の研修生を受け入れた。

（5）林業技術の研究・開発

調査研究関係では，森林に対する環境保全機能や水

土保全機能の筒度発揮の要請が高まりつつある中で，

生物多様性の保全の観点に立った森林生態系や遺伝資

源の保謹と活用方法の検討，緑景観など生活環境の保

全のための森林のあり方の検討，あるいは水源地森林

林業技術N0.6631997｡6
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〔貸借対照表〕（別表3） コンピュータ利川の分野では林道全体計

画調森事業等各種調査事業に，画像処理技

術の開発導入を進めるとともに，昨年から

着手しているパソコンの原則職員1人1台

の導入について補充整備し，各自業務の高

度化，効率化に供することとした。

（6）航測事業

豊富な経験と蓄積された高度の航測技術

を活用して，利用目的に応じた空中写真の

撮影，正射写真図等の作製・解析，森林基

本図等の地図の作製・修正および空中写真

の作製・頒布等を行うとともに，その効果

的な活用について，技術の開発・普及を推

進した。

①空中写真撮影

森林計画樹立，地形図作製，森林保全

調査，治山計画調査等のために，モノク

ロ，カラー等の空中写真の撮影を行った。

普通焦点・モノクロ撮影(RC-2021/

23）：森林計画(8件,288,600ha)・森林

保全調査(12件,46,750ha),普通焦点・

カラー撮影：治山計画（4件，21,670

ha)。普通焦点・赤外カラー撮影：活力

調査(1件,10,000ha)｡

②測篭

森林計面のための正射写真図の作製，

空中写真判読による林相図の作製，森林

基本図の経年変化修正，地形図の作製等

を行った。

また治山計画，土地利用計画等の設計

'ド成9年3H3111IWI

借 万 賞 方

科 目 金額 金額科 目

千円
3,913

138,680

10

1,664

700,429

60,400

10,641

761,411

500,000

2,115

35,541

11,151

388.308

4,984

5,926

53,686

255,712

124,323

22,745

83,953

27,585

9,804

5,529

千円
122,293

50,000

403,207

53,223

222

1,900

185,000

449,602

5,500

113,000

1,206,000

174,025

50,000

64,000

289,312

41,226

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
仮
貸
棚
仕
前
前
保
土
建
設
器
部
出
敷

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
仮
貸
棚
仕
前
前
保
土
建
設
器
部
出
敷

金
金
金
金
金
託
金
金
券
金
金
品
品
金
用
金
地
物
備
品
林
金
金

金
金
金
金
金
託
金
金
券
金
金
品
品
金
用
金
地
物
備
品
林
金
金

未払金

短期借入金

前受金

預り金

仮受金

預り保証金

納税引当金

退職給与引当金

貸倒引当金

修繕引当金

施設拡充引当金

基本金

新技術開発研究基金

設備充当積立金

繰越剰余金

当期剰余金

預
預
貯
預
信
証
寶
立

掛
収
払
付
卸
掛
渡
積

還
座
替
期
付
価
払
険

預
預
貯
預
信
証
寶
立

掛
収
払
付
卸
掛
渡
積

還
座
替
期
付
価
払
険

星
〆~
星
〆~ 備備

分
資
分
資

《
ロ 計

《
ロ3,208,510 計 3,208,510

〔剰余金処分〕（別表4）
計画|Xlとして大縮尺地形図の作製および分収造林契

約地等の境界測鍛，境界図の作製その他の調査等を

行った。

正射写真図作製(12件,215,418ha),森林基本図

修正(3件,29,491ha),治山調査図作製(1件,1,134

ha),造林地管理図作製(1件,19ha),境界図作製

（6件,9,679ha),施業基本素図作製(6件,26,417

ha),森林調査I史I作製(1件,10,000ha),大規模林

道活用事例調査（1件,10,000ha),森林調査(1

件,7,600ha)。

③空中写真作製・頒布

空中写真の効果的な活用と普及に努めるとともに，

林野関係の空中写真について，林野庁との基本契約

に基づき，その作製・頒布を行った。

１
２
繰越剰余金289,312千円

当期剰余金41,226千円

計330,538千円

これを次のとおり処分する。

繰越剰余金330,538千円’

のもつ水土保全機能の解明とこれらの機能を高度に発

揮させるための方策の検討など多岐にわたるテーマに

ついて取り組んだ。

航測関係では，リモーI､センシング技術とGIS技術

について，解析システムの活用検討を進め，リモート

センシング解析が主体となる国内外の各種調査・研究

事業を推進した。

林業技術No.6631997.6
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平成9年度収支予算書（別表5）

出
一
目

支
項

入
目

収
一
項

千円
64,000
4,000
2,000
40.000

千円
38.000

千円
110,000

千円
38,000 会誌発行費

支部交付金
支部補助金
技術奨励費

《
写 員 贄会費収入会費収入

16,000
12,000
300,000
385,000
59.000

技術指導費
研修費
調査研究費
航測研究費
技術開発費

研究指導費 772.00014,000
6,000
320,000
390,000
60,000

790,000技
研
調
航
電

術指導収
修収
査研究収
測研究収
算処理収

入
入
入
入
入

研究指導収入

60,000一般事業贄50,000 一般事業費 60,000一般事業収入一般事業収入 50,000

航測検査費
航測費
写真作成費
森林測定費

43,000

265,000
185,000
65,000

558,00045,000
270,000
205,000
70,000

航測事業費入
入
入
入

590,000航
航
写
森

測検査収
測収
真収
林測定収

航測事業収入

調査事業費 1,155,000調査事業費 1,155,0001,200,000調査事業収入調査事業収入 1,200.000

国際事業費 565,000565,000600,000 国際事業費国際事業収入国際事業収入 600,000

部分林費
設備備品費

1,000
29,000

その他支出 30,00010,000
10,000
12,000

会館収入
受取利患
雑収入

その他収入 32,000

50,000予備贄 50,000

3,300,0003.300.0003,300,000 計3,300,000計

（9）国際協力事業

①開発調査等（国際協力事業団）：モンゴル国セレ

ンケ県森林管理計画調査(第4年次)，グァテマラ

国バハ・ヴェラパス県森林管理計画調査（第3年

次),ホンデュラス国テウパセンティ地域森林資源

管理計画調査(第3年次)，ネパール国西部山間部

総合流域管理計画調査(第2年次)，インドネシア

国ムシ川上流地域社会林業開発調査（第1年次及

び第2年次),ラオス国ヴァンヴィエン地域森林保

全流域管理計画調査(第1年次)，メキシコ国オア

ハカ村落林業振興計画調査（第1年次)。

②施工監理（国際協力事業団）：セネガル国苗木育

成場整倫計画実施設計・施工監理(I期及びI1

期)。

③OECF(海外経済協力基金):メキシコ渓谷総合

植林計画調査。

④補助事業（林野庁）：熱帯林管理情報システム盤

備事業，熱帯林災害復IH技術確立調査事業，シベ

リア・極東地域森林・林業協力指針策定調査事業。

⑤技術者派遣等：技術者派遣（ニジェール，パキス

タン)，専門家等派遮（ホンデュラス)，海外林業

ポジフイルム（7,257枚)，密着写真（37,389

枚)，引仲写真（60,973枚)，その他(9,501枚)。

（7）航測検査

森林計画関係の空中写真測量成果については，統一

した精度の確保と技術向上のため，林野庁が指定する

機関の精度分析を行うことになっており，本会はその

指定を受け，次のとおり航測成果の精度分析を行った。

空中写真撮影精度分析(3,888.870ha),正射写真図

作製精度分析(326,245ha)。

（8）調査事業

林野庁等の諸官庁，公団，地方公共団体，民間企業

等からの発注を受け，合計144件の調査を実施した。

調査内容は，動植物を含む森林環境の保全方策に関す

る調査が比較的多くなっている傾向にある。主要項目

を挙げると次のとおりである。

森林調査・森林施業（26件)，治山・林道調査（70

件)，森林レクリエーション等関係調査（4件)，森林

地域での環境アセスメント調査，国有林野森林施業影

響調査等（24件)，地域振興計画調査（4件)，動植物

保護のための森林管理に関する調査(10件),その他

（6件)。

林業技術N0.6631997.6



開発事業事前調査事業等（エクアドル，キルギス

タン，インドネシア，タイ，ラオス）

(10）図書出版等

「きのこの100不思議」（日本林業技術協会編/会員

配布図書)，その他，森材航測(Ntll79～181)･林業手

'帳・林業ノート，各種パンフレットなどを制作した。

(11）林業百科事典（仮称）の刊行準備

近年における森林・林業問題の国際化，森林環境機

能の重視，関連科学技術の発展等々の動向を踏まえ，

既刊の林業百科事典の抜本的な改訂を行うため，前年

度に発足した編集委員会において，本年度は見出し語

候補の蒐集に努めた｡このため11の各構成部門に数名

より成る見出し語選定スタッフを決定し，見出し語候

補の電子ファイル化等の作業をほぼ終了した。

(12）調査機材等の製作・販売

空中写真実体鏡ブルーメライス，点格子板等の測

定機器類，空中写真保管庫，ナンバーテープ，ビデオ

テープなどの販売を行った。

3．資産管理その他

東京営林局平塚営林署管内泉国有林の分収造林お

よび熊本営林局熊本営林署管内阿蘇深葉国有林内の

分収造林の管理を行った。

4．収支決算報告別表1～4のとおり。

5．監査報告

監事湯本和司・山口夏郎

社団法人日本林業技術協会の平成8年4月1日から

平成9年3月31日までの損荒計算書貸借対照表およ

び財産目録について監査し，次のとおり報告します。

（1）損益計算書，貸借対照表および財産目録は，一

般に公正妥当と認められる会計基準および定款に

従い，法人の損益および財産の状況を正しく示し

ているものと認める。

（2）理事の業務執行に関し法令および定款に違反す

る事実はないものと認める。

11.平成9年度事業計画およひ､l又支予算

1事業の方針

近時，森林の多面的な機能の高度発揮に対する要請

は，国内的にも国際的にも一段と高くなってきており，

これらの要請に的確にこたえるよう林業技術者に寄せ

られている期待もまたかつてなく大きいものがある。

このような要請にこたえるため平成9年度において

は，永年にわたり蓄穂してきた協会の技術力を基礎に
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会員の期待にこたえた活動を行い得るよう技術の開

発・改良，普及を図る公益事業の充実と，その財政基

盤の確保を図るための収益事業の職種的推進に努める

こととし，特に次の事項に重点を置いて事業を実施す

る。

○協会の設立基盤である会員の増加を図るため，

支部との連携を密にした組織活動，広報活動およ

び各地方事務所を拠点とした地域活動を強化する。

○公益的事業部門の充実を図るため，引き続き実

施する各種技術コンテスト等に加え，新たに創設

した「日本林業技術協会学術研究奨励金」制度を

適切に運営する。

また,r林業百科事典（仮称)」刊行事業を的確

に行うため，「林業百科事典編纂事務局」（専任職

員配侭）を発足させる。

○林業技術の多様化，高度化に即応するため，職

員研修の拡充等により資質の向上に努め，技術指

導，調査・研究等の業務体制を強化し，技術の開

発，改良を推進する。

2．業務計画

（1）組織活動の強化

（2）技術開発の奨励

（3）技術指導の強化

（4）林業技術の開発，改良

（5）航測事業の推進

（6）調査，コンサルタント事業の推進

（7）海外への技術協力の積極的推進

（8）図書出版，ビデオ等の製作，調査機材等の製作

（9）「林業百科事典(仮称)」の刊行準備

3．資産管理，その他

本会が契約している前記分収造林地について保護

管理を行う。

4．収支予算別表5のとおり。

m.平成9年度借入金の限度額

平成9年度の借入金の限度額は,41Z500()万円とする。

Ⅳ、その他

常勤役員人事として，新たに6月1日付にて安養寺

紀幸（前国際事業部長）および喜夛弘（前調査第一

部長）の両名を理事に選任した。

林業技術No.6631997．6
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クローン管理で地域銘柄材生産を
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旭川営林支局幾寅営林署

北見営林支局知床森林センター

帯広営林支局広尾営林署

〃弟子屈営林署

秋田営林局村山営林署

東北育種場奥羽事業場

広葉樹を食害しているシャクガ類について

知床国有林におけるミズナラ堅果結実調査

カラマツ林に大発生したヒラタハバチの調査(経過

報告）について

スギ雪害抵抗性新品種「出羽の雪1号，同2号」の

現地適応等について

やJ
ru

田 浅間山麓におけるカラマツの天然更新について（中

間報告）

長野営林局岩村田営林署小

◆第43回林業技術賞・第8回学生林業技術研究論文コンテストの受賞者名，第1回日本林

業技術協会学術研究奨励金対象者名および第44回森林・林業写真コンクール入賞者名は

5月号に掲載しています。

提出議案を群談した。

◎海外出張

5/19～22小原国際事業部次

長，西尾課長をラオス国調査に係
る社会経済調奔の打ち合わせのた
め同国に派遣した。

5/18～6/l鈴木航測部長，5／

13～6/26久道課長，アテフ主任

研究員，5/13～6／6太田課長代
理をネパール現地検証調査のため

同国に派遣した。

5/19～25大平課長代理を広域
熱帯林資源調査のためミャンマー

国に派造した．

◎技術交流

5/19～6／1，中国湖南省林業

庁庁長劉永寿ほか3名｡r中国木材
加工利用交流間｣。

◎調査部関係業務

5/22,大規模林道（朝l｣[区）
猛禽類調査第7回委員会を山形市

内において開催した。

◎番町クラブ5月例会

5/29,本会会議室においてll本
映画「さくら」の上映とともに，

クラブ会員による懇親会を行っ

た。

◎人事異動（6月1「l付け）

新任理事安養寺紀幸

同理事喜夛弘
就任非常勤顧問鈴木郁雄

同非常勤顧問小林鐵士雄
命経理部長黒沢卓

同国際事業部長小原忠夫

同経理部次長本波幸雄

同東北事務所長兼務鈴木宏治

一
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◎平成9年度第1回理事会

5/16,本年度第1回理事会を本
会会議室において開催し，理事28

名(委任状出朧を含む),監事2名，
顧問6名および林野庁から3名が

出席し,主として第52回通常総会

＊＊＊
毎司一。■‐具

■

林業技術第663号平成9年6月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102束京都千代田区六番町7TEL.03(3261)5281(代）
振替00130-8-60･li18番I矛AX，03(3261）5393(代）

■番町界隈～先月号本棚で当協会玄

関横の記念碑についての設問の答え
です｡記念碑はu林協創立40周年

(昭和36年)を記念して､わが国林業

発達の礎となる13先人(松野柵,中

村弥六,志賀泰111,村IU亜流,松波秀
実,和田国次郎,林駒之助,本多静六，
河合鋪太郎,川瀬善太郎,佐藤銀流
郎,白沢保美､新鵬善直の各氏)を顕

",r職場の礎石｣として建立されま
した(写真)。

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publiShedby

TECHNICALASSOC1ATION

TOKYOJA部N

〔普通会慨3,500円・学生会溌2,500円・終身会費(個人)30,000円
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図書お申込害
ご注文をいただき次第、
必要書類とともに発送

いたします。

小社の「出版案内」を
無料でお届けしており

ます。必要な方はご一
報ください。FAXO3(3268)5261

木材産業を考える会編

誌売れる木
：売れない木
最新データと現状分析で急変する

鰐市場への誓瀦高部

渓畔林研究会編 画橋本陽子

ふるさとの森
とともに悪業自書f
好評のマンガ林業白書シリーズ第
3弾。今回は木造住宅
づくりがテーマ450円 部

水辺林の保全と
再生に向けて
豊かな生態系の保全に向けて、米
国国有林の水辺管理指
針を初邦訳2,500円 部

遠藤日雄ほか編著 国際林業協力研究会編 国土緑化推進機構編

緑の募金
そのすすめ方
「緑の募金」運動の仕組みや目的

諺7離諮湿角部

転換期の
スギ材問題

持続可能な
森林経営に向けて

豊富な現地調査をもとに、
業界の生き残り策を示
した好評書3‘OOO円

国産材

部

環境保全と森林経営の両立をめざ
し、国内外の検討状況
などを解説3,500円 部

森林・林業を考える会編 佐藤文彦著

心理的安全学の

すすめ髪謹菅審識
労災ゼロをめざして、』L,理学など

騨震#と'誌鏥部

ボンジョルノ/ギリス共著

鳶か§日本の森林・
林業1997

森林経営と

経済学灌豊方法
情報化時代に対応した数理的分析

懸噸説｡ﾃ駕紙部
森林資源、林業経営、木材産業の
最新状況をまとめたデ

部一タブツク3,000円

林業経営問題研究会編 ハイド/ニューマン共著 婁住侑司編著

日本の大都市
近郊林歴史と展望
都市と森林の共生に向けて、
林の保全と計画に関す
る手法を解説2,500円

林業経営改善
推進の手引き

森林経済学と
その政策への応用

林業経営基鴻強化法のポイン
Q&A形式でコンパク
トに解説1,500円

持続可能な森林経営への道筋を描
く、世界銀行レポ－1，
の邦訳書2,500円 部
幟
部

６
１

睡
立
口

林地保全利用研究会編 成田雅美著 編集協力淋野庁

都市近郊林の
保全と利用

森林経営の
社会史的研究

森林・林業。
木材辞典

地方自治体の森林・緑保全条例を
収集・分析。有識者の

部座談会も収録3,000円

近世の山林経営事例を分析、
の森林経営を理解する
ための必読響4,200円

躰
部

幅広く活用できるロングセラー1
3,000語余を解説。英訳

部付き。5刷2,500円

おところ□□ロー□□ おなまえ

おでんわ

淵
森と木と人のつながりを考える〒162束京都新宿区

市ケ谷本村町3-26

TELO3(3269)3911

FAXO3(3268)5261㈱日本林業調査会



保法
林野庁林政部森林組合課監修/林業労働対策研究会編
A5判/172頁/本体価格1,845円(税別)/〒:310

林業労働力を確保していくためには．林業事業体の育成等
を通じた労働力確保対策が亜要である。本書は，林業労働
力確保法について，政省令も含めて制度の全体を体系的に
明らかにし、Q&A形式で平易に解脱したものである。

東京大学名誉教授山口伊佐夫著
A5判/240頁/本体価格2,913円(税別)/〒310

水源かん養機能について，森林整備との

関係を計量モデル化し，土地利用計画へ

の応用に至る著者の銅湘k文研究で得ら

れた知見の集大成である。森林の機能を

具体的に解明し，詞*管理のあり方につ

いて提示した本書力：研究者から,治山，

砂紡関係の技術巷ダム関係者の方々に

大いに利用されることを期待するもの。

応用山地水文学
一＝●ｰー

町､β可69宜■…L■

新たな林業｡木材産業政策
一林業・木材産業の再生への処方菱か

林野庁林政課・企画課監修
A5判/256頁/本体価格2,913円(税別)/〒310

低迷を続ける日本の林業・木材産業の再生・活性化のため
「行政とはどうあるべきか」林野庁長官の講和を冒頭に禍
職した。また．林業・木材産業の現状・課題と林野3法案
の関係を図表を用いてわかりやすく解説した。●近刊情報

嬬蕊驍誇 ’’森林施業計画の手引
森林施業計画研究会編

A5判/404頁/本体価格3,010円(税別)/〒380

森林施業計画制度のねらいは，安定的，持続的な経営基盤
の確立が図られることにある。本書は,森林所有者,森林・
林業関係者が本制度を十分理解し，現行の森林施業計画制
度を理解するための解説書である。|簑礁裳蹴繍苧①

■ 野生動物と共存
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食害完全防止
経済効果バツクンノ スギ・ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

~、

★下刈り軽減

★根曲がり防!上

★裾枝払い不要

★植栽本数の減少

★小苗の植栽可能

★無節の元玉

★誤伐防止I
専用の支柱及び当社開発の固定川クイ

ラッブを使剛しますと簡単にヘキサチ

ューブを投齪できます。
ノ

、

0cMRMM蛎瀦
〒598大阪府泉佐野市土丸l912
TELO724-68-()776

FAX0724.67-172‘1

(京怖i〃究所）

〒613蝋怖府久世邪久御山町佐11IIniノ1110.1
11本ファミリーピル2F

TEI‘077,1．』16-1531

1弧XO77‘1-46-1535
』

ミニ温室効果による成長促進
写真は植戦後3年月、チューブの長さ2m

ヘキサチューブ
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あらゆる図形の座標.、職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一
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検査済み±0.1%の高精度
ｸ啄蝿はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。
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コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種割I1

プログラムなどの売笑したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付→
標準タイプ･…･

プリンタタイフ
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豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長線長、

mi積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、、積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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B6判・160ページ／カラー口絵付
耐久性ビニール表紙東北の樹木誌新刊 平

成
九
年
六
月
十
日
発
一
丁

昭
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二
十
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九
月
四
日
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三
種
郵
便
物
認
耐
（
毎
月
一
回
ナ
旧
発
行
）

●定価（本体2,000円十税）〒実費●青森営林局・秋田営林局編集

●東北地方に生育する約500種の樹木の特性を、コンパクトにまとめた1冊／

●青森・秋田両営林局が長年にわたって収集した資料に、最新の知見を加味／

●内容は、科名・和名・学名・雌雄の別等・分布区域・生育場所・注記等からなる／

●取りまとめは、使いやすいB6判・見開き2ページの表形式／

●現場へも携帯しやすい、わが国初の東北地方の「樹木誌」／
一

一

■

舟鰄“鯨油“力

●最新第5版相当の本書は、河原輝彦・鷲見

博史・垰田宏3氏による執筆／
●美しい図版160点余を配したビジュアルな

構成／

●森林の働きと社会・地球環境との結びつき
をわかりやすく解説／

●小学生高学年から中学生の児童・生徒向け
の記述ながら、家族みんなで読める／

I
●A5判108ページ／カラー
●定価（本体971円十税)，〒実費
●30部以上の場合は、送料は当協会が負
担します。

- ｣

林
業
技
術

●ずばり、「小学生のための森林教室｣／

●子どもらしいどうして？なぜ？に答えてく

れる小学生向けの楽しい1冊／

●子ども向けだからとあなどるなかれ、林野

庁監修の内容はしっかり者／

P

第
六
六
三
号

ノ
r司

お求めは､書名･冊数･お名前･連絡先（電話番号を

含む)･お送り先などを明記のうえ~ド記までどうぞ。

柚日本林業技術協会事業部

〒102東京都千代田区六番町7
TELO3-3261-6969FAXO3-3261-3044

ご注文は、FAXまたは郵便をご利用ください。

●B5判64ページ／カラー

●定価（本体602円十税）
〒実費
･30部以上の場合は、送料は
当協会が負担します。

定
価
四
四
五
円
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

、”
プラス

大好評の100不思議+1は
脅店でお求めいただくか、直接東京書籍まで

ご注文ください。

森林の100不思議定価:本体981円(税別）

続・森林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森と水のサイエンス定価:本体1,000円(税別）

土の100不思議定価:本体1,000円(税別）

森の虫の100不思議定価:本体1,165円(税別）

熱帯林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の動物の100不思議定価:本体1,165円(税別）

木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

きのこの100不思議定価;本体1.200円(税別）

一
…

▼最新刊
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